
号

令和 5 年 10 月 5 日

殿

佐　野　　　輝

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○

○

（注）

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

診療実績

内科 有

氏名

〒890-8580　鹿児島県鹿児島市郡元1丁目21番24号

国立大学法人鹿児島大学

鹿児島大学病院

「腎臓内科」・「血液内科」・「内分泌内科」の診療内容は「内科」、「神経内科」の診療内容は「脳神経内科」、「代謝内科」・「感
染症内科」・「アレルギー疾患内科またはアレルギー科」の診療内容は、「皮膚科」・「耳鼻咽喉科」・「呼吸器内科」等の複数
の診療科で提供している。

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人鹿児島大学長

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50
号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和4年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

鹿第病総第　　　431　 　　

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

鹿児島大学病院の業務に関する報告について

住所

〒890-8520　鹿児島県鹿児島市桜ケ丘8丁目35番1号

電話（　099　）　275　－　5111（代表）　　　　　

6血液内科 ７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科９感染症内科

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

（様式第10）



（2）外科

○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○ ○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

1 0 （単位：床）40

４心臓外科

0 612 653

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養

2消化器外科 ３乳腺外科

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科

一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

外科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

「乳腺外科」、「内分泌外科」の診療内容は「外科」で提供している。

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

心療内科 リハビリテーション科 病理診断科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

230 272 416.8 56 0

94 36 106.3 24 51

41 2 41.6 11 0

0 0 0 5 3

21 1 21.4 0 0

645 37 672.1 22 14

0 0 0 0 21

14 2 16 4 169

11 4 15 42 105

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 2 年 4 月 1 日

・副病院長（医科担当）：平成29年度～令和元年度

・医療安全管理委員会　委員：平成29年度～

・感染症対策委員会　委員：令和元年度～

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　　坂本　泰二　　　　） 任命年月日

救急科専門医産婦人科専門医 15

合計

12

8

16

12

12

18

9

235

耳鼻咽喉科専門医40

11

15

6

12

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

外科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医49

診療放射線技師

精神科専門医

小児科専門医

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

助産師

看護師 医療社会事業従事者

総合内科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

栄養士

あん摩マッサージ指圧師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

臨床工学士

歯科技工士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

職種

診療エックス線技師

臨床
検査

職種職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

看護補助者

理学療法士



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

14 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

304 ㎡ （主な設備）

45 ㎡ （主な設備）

159 ㎡ （主な設備）

33 ㎡ （主な設備）

8,026 ㎡ （主な設備）

655 ㎡ 室数 室 人

2,007 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

3

11

生化学自動分析装置､免疫比濁分析装置､免疫蛍光分析
装置､免疫発光測定装置､蛋白分画電気泳動分析装置､
ｸﾞﾙｺｰｽ分析装置､ｸﾞﾘｺﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ分析装置､血液計数装
置､血液塗抹標本作製装置､ﾌﾛｰｻｲﾄﾒｰﾀ、顕微鏡

血液培養自動分析装置､遺伝子解析装置､嫌気培養装
置､炭酸ｶﾞｽ培養装置､抗酸菌培養検査装置､微生物分類
同定分析装置､微生物感受性分析装置､微生物由来成分
質量分析装置､安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ、ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ、遺伝子抽出装
置、好気培養装置、顕微鏡

密閉式自動固定包理装置､ﾊﾟﾗﾌｨﾝ包理ﾌﾞﾛｯｸ作製装置､
滑走式ﾐｸﾛﾄｰﾑ､自動染色装置､自動封入装置､自動免疫
染色装置､凍結切片作製装置､集細胞遠心装置､顕微鏡､
病理・細胞診検査業務支援ｼｽﾃﾑ、液状処理細胞診前処
理装置

ﾊﾞｲｵﾊｻﾞｰﾄﾞ対応排気ｼｽﾃﾑ､排水蒸気滅菌処理ｼｽﾃﾑ

ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ、電子顕微鏡

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

鉄筋コンクリート

軽量鉄骨造

軽量鉄骨造

収容定員

蔵書数

499

122,344鉄筋コンクリート

病理解剖室

無菌病室等
台数

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンクリート

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

床面積

共用する室名

床面積 病床数 26

病棟薬剤業務管理室

集中治療室
320

研究室

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

その他の救急蘇生装置

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条

必要（准）看護師数

379

0

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

392.8

518.7

1593.9

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

1,040

123

7

18

314

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

496.4

1201.1

歯科等以外 歯科等 合計

１日当たり平均入院患者数 22.3



11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

1,450

20,950

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

逆紹介率 69.2

14,932

14,487算出
根拠

紹介率 78.2

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

三好　綾
ＮＰＯ法人

がんサポートかごしま
医療を受ける者 2

利害
関係

委員の要件
該当状況

栗原　慎太郎 長崎大学病院
医療に係る安全管理に
関する識見を有する者

1

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

蓑毛　まりえ さくら総合法律事務所
法律に関する識見を有
する者

1

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

鹿児島大学ホームページに掲載。

有

有



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

1

0

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

糖鎖ナノテクノロジーを用いた高感度ウイルス検査

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

0

0

0

4

0

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

先　進　医　療　の　種　類   

インターフェロンα皮下投与及びジドブジン経口投与の併用療法　成人T細胞白血病リンパ腫（症候を有す
るくすぶり型又は予後不良因子を有さない慢性型のものに限る。）

腹腔鏡下センチネルリンパ節生検　早期胃がん

テモゾロミド用量強化療法　膠芽腫（初発時の初期治療後に再発又は増悪したものに限る。）

S―1内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹 腔くう 内投与の併用療法　 膵臓がん(遠隔転移してお
らず、かつ、腹膜転移を伴うものに限る。)

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 0

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 1 56 下垂体性ADH分泌異常症 22
2 筋萎縮性側索硬化症 11 57 下垂体性TSH分泌亢進症 4
3 脊髄性筋萎縮症 35 58 下垂体性PRL分泌亢進症 5
4 進行性核上性麻痺 8 59 クッシング病 11
5 パーキンソン病 89 60 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 2
6 大脳皮質基底核変性症 4 61 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 29
7 ハンチントン病 2 62 下垂体前葉機能低下症 172
8 神経有棘赤血球症 1 63 家族性高コレステロール血症 （ホモ接合体） 1
9 シャルコー・マリー・トゥース病 2 64 先天性副腎皮質酵素欠損症 3
10 重症筋無力症 81 65 アジソン病 3
11 多発性硬化症／視神経脊髄炎 69 66 サルコイドーシス 80
12 慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動ニューロパチー 16 67 特発性間質性肺炎 44
13 封入体筋炎 4 68 肺動脈性肺高血圧症 64
14 クロウ・深瀬症候群 4 69 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 87
15 多系統萎縮症 12 70 リンパ脈管筋腫症 5
16 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く) 34 71 網膜色素変性症 47
17 ライソゾーム病 19 72 バッド・キアリ症候群 1
18 副腎白質ジストロフィー 1 73 原発性胆汁性胆管炎 15
19 ミトコンドリア病 17 74 原発性硬化性胆管炎 4
20 もやもや病 47 75 自己免疫性肝炎 16
21 プリオン病 1 76 クローン病 101
22 HTLV-1関連脊髄症 20 77 潰瘍性大腸炎 117
23 全身性アミロイドーシス 21 78 好酸球性消化管疾患 8
24 神経線維腫症 44 79 慢性特発性偽性腸閉塞症 2
25 天疱瘡 13 80 コステロ症候群 1
26 膿疱性乾癬（汎発型） 22 81 チャージ症候群 1
27 高安動脈炎 21 82 クリオピリン関連周期熱症候群 3
28 巨細胞性動脈炎 9 83 若年性特発性関節炎 11
29 結節性多発動脈炎 5 84 ブラウ症候群 1
30 顕微鏡的多発血管炎 22 85 先天性ミオパチー 1
31 多発血管炎性肉芽腫症 10 86 筋ジストロフィー 14
32 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 23 87 脊髄空洞症 4
33 悪性関節リウマチ 8 88 脊髄髄膜瘤 1
34 バージャー病 5 89 アイザックス症候群 6
35 原発性抗リン脂質抗体症候群 2 90 遺伝性ジストニア 2
36 全身性エリテマトーデス 332 91 脳表ヘモジデリン沈着症 2
37 皮膚筋炎／多発性筋炎 122 92 前頭側頭葉変性症 5
38 全身性強皮症 141 93 神経細胞移動異常症 3
39 混合性結合組織病 34 94 ウエスト症候群 1
40 シェーグレン症候群 45 95 大田原症候群 1
41 成人スチル病 16 96 早期ミオクロニー脳症 1
42 再発性多発軟骨炎 4 97 結節性硬化症 5
43 ベーチェット病 88 98 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む） 24
44 特発性拡張型心筋症 42 99 特発性後天性全身性無汗症 14
45 肥大型心筋症 18 100 弾性線維性仮性黄色腫 2
46 再生不良性貧血 24 101 マルファン症候群 9
47 自己免疫性溶血性貧血 5 102 エーラス・ダンロス症候群 1
48 特発性血小板減少性紫斑病 34 103 ウィルソン病 3
49 原発性免疫不全症候群 9 104 ウィリアムズ症候群 1
50 IgA腎症 19 105 アントレー・ビクスラー症候群 2
51 多発性嚢胞腎 35 106 多脾症候群 1
52 黄色靱帯骨化症 12 107 無脾症候群 4
53 後縦靱帯骨化症 84 108 ウェルナー症候群 2
54 広範脊柱管狭窄症 3 109 プラダー・ウィリ症候群 1
55 特発性大腿骨頭壊死症 39 110 22q11.2欠失症候群 2

4　指定難病についての診療①

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 修正大血管転位症 2 166
112 完全大血管転位症 2 167
113 単心室症 6 168
114 左心低形成症候群 6 169
115 三尖弁閉鎖症 3 170
116 ファロー四徴症 9 171
117 両大血管右室起始症 3 172
118 エプスタイン病 2 173
119 アルポート症候群 1 174
120 急速進行性糸球体腎炎 2 175
121 一次性ネフローゼ症候群 19 176
122 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1 177
123 紫斑病性腎炎 6 178
124 間質性膀胱炎（ハンナ型） 3 179
125 オスラー病 9 180
126 肺胞低換気症候群 1 181
127 α1－アンチトリプシン欠乏症 1 182
128 副甲状腺機能低下症 1 183
129 偽性副甲状腺機能低下症 1 184
130 フェニルケトン尿症 2 185
131 プロピオン酸血症 1 186
132 メチルマロン酸血症 2 187
133 肝型糖原病 1 188
134 家族性地中海熱 2 189
135 慢性再発性多発性骨髄炎 1 190
136 強直性脊椎炎 5 191
137 クロンカイト・カナダ症候群 3 192
138 総排泄腔遺残 2 193
139 胆道閉鎖症 6 194
140 アラジール症候群 1 195
141 嚢胞性線維症 2 196
142 IgG4関連疾患 17 197
143 黄斑ジストロフィー 2 198
144 レーベル遺伝性視神経症 2 199
145 好酸球性副鼻腔炎 31 200
146 特発性多中心性キャッスルマン病 2 201
147 ホモシスチン尿 1 202
148 203
149 204
150 205
151 206
152 207
153 208
154 209
155 210
156 211
157 212
158 213
159 214
160 215
161 216
162 217
163 218
164 219
165 220

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 147
合計患者数（人） 2,922

高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療②

（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

地域歯科診療支援病院歯科初診料

歯科外来診療環境体制加算２

歯科診療特別対応連携加算

特定機能病院入院基本料

救急医療管理加算

超急性期脳卒中加算

診療録管理体制加算１

医師事務作業補助体制加算１

急性期看護補助体制加算

看護職員夜間配置加算

療養環境加算

重症者等療養環境特別加算

認知症ケア加算

せん妄ハイリスク患者ケア加算

精神疾患診療体制加算

摂食障害入院医療管理加算

栄養サポートチーム加算

医療安全対策加算１

無菌治療室管理加算１

無菌治療室管理加算２

放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素による場
合）

緩和ケア診療加算

ハイリスク分娩管理加算

後発医薬品使用体制加算１

病棟薬剤業務実施加算１

病棟薬剤業務実施加算２

データ提出加算

入退院支援加算

精神科急性期医師配置加算

地域医療体制確保加算

救命救急入院料１

特定集中治療室管理料１

新生児特定集中治療室管理料１

小児入院医療管理料２

患者サポート体制充実加算

重症患者初期支援充実加算

特定機能病院リハビリテーション病棟入院料

看護職員処遇改善評価料

入院時食事療養／生活療養（Ⅰ）

精神科身体合併症管理加算

精神科リエゾンチーム加算

ハイリスク妊娠管理加算

褥瘡ハイリスク患者ケア加算

感染対策向上加算１

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）①

高度の医療の提供の実績

ウイルス疾患指導料 在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

歯科治療時医療管理料 検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料

在宅患者歯科治療時医療管理料 医療機器安全管理料

心臓ペースメーカー指導管理料の注５に掲げる遠隔モニタリ
ング加算

在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

糖尿病合併症管理料 在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

がん患者指導管理料イ・ロ・ハ・ニ
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない
持続血糖測定器を用いる場合）

がん性疼痛緩和指導管理料
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持
続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

外来緩和ケア管理料 遺伝学的検査

移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） 有床義歯咀嚼機能検査１のイ

移植後患者指導管理料（臓器移植後） 染色体検査の注2に規定する基準

糖尿病透析予防指導管理料 有床義歯咀嚼機能検査１のロ及び咀嚼能力検査

乳腺炎重症化予防ケア・指導料 有床義歯咀嚼機能検査２のロ及び咬合圧検査

小児運動器疾患指導管理料 有床義歯咀嚼機能検査２のイ

婦人科特定疾患治療管理料 精密触覚機能検査

一般不妊治療管理料 ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

腎代替療法指導管理料 骨髄微小残存病変量測定

生殖補助医療管理料2 がんゲノムプロファイリング検査

下肢創傷処置管理料 抗アデノ随伴ウイルス9型（AAV9）抗体

二次性骨折予防継続管理料１ 先天性代謝異常症検査

外来放射線照射診療料
抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体特
異性同定検査）

ニコチン依存症管理料 ウイルス・細菌核酸多項目同時検出

外来腫瘍化学療法診療料1 ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

薬剤管理指導料 遺伝カウンセリング加算

がん治療連携計画策定料 検体検査管理加算（Ⅰ）

肝炎インターフェロン治療計画料 検体検査管理加算（Ⅳ）

ハイリスク妊産婦連携指導料２ 国際標準検査管理加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）②

外傷全身ＣＴ加算 ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー

血流予備比コンピューター断層撮影 手術時歯根面レーザー応用加算

心臓ＭＲＩ撮影加算 歯科技工加算１及び２

ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法

ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 手術用顕微鏡加算

冠動脈ＣＴ撮影加算 う蝕歯無痛的窩洞形成加算

歯科画像診断管理加算１ エタノールの局所注入（甲状腺）

歯科画像診断管理加算２ エタノールの局所注入（副甲状腺）

ポジトロン断層撮影 導入期加算２及び腎代替療法実績加算

内服・点滴誘発試験 医療保護入院等診療料

経気管支凍結生検法 口腔粘膜処置

画像診断管理加算３ レーザー機器加算

ロービジョン検査判断料 歯科口腔リハビリテーション料２

コンタクトレンズ検査料１ 認知療法・認知行動療法１

小児食物アレルギー負荷検査
抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調症
治療指導管理料に限る。）

脳波検査判断料１ 運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

神経学的検査 呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

補聴器適合検査 がん患者リハビリテーション料

人工膵臓検査、人工膵臓療法 無菌製剤処理料

長期継続頭蓋内脳波検査 心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

長期脳波ビデオ同時記録検査１ 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

胎児心エコー法 頭部ＭＲＩ撮影加算

時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 抗悪性腫瘍剤処方管理加算

ヘッドアップティルト試験 外来化学療法加算１

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

遺伝性腫瘍カウンセリング加算 乳房ＭＲＩ撮影加算

心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）③

内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術 補助人工心臓

乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（ＭＲＩによるもの） 経皮的下肢動脈形成術

乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節生
検（併用）

腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜）

喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）
両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電極の場合）及び
両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（経静脈電極の場合）

上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎骨形
成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセドウ甲状腺全摘（亜
全摘）術（両葉）、内視鏡下副甲状腺（上皮小体）腺腫過形成手術

経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）
ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレス
ペースメーカー）

内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）
両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両心
室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

鏡視下喉頭悪性腫瘍手術
植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下植込型リードを用いるも
の）、植込型除細動器交換術（その他のもの）及び経静脈電極抜去術

経外耳道的内視鏡下鼓室形成術 不整脈手術　左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるもの）

人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨
導補聴器交換術

経皮的中隔心筋焼灼術

内視鏡下鼻・副鼻腔手術5型（拡大副鼻腔手術）及び経鼻内視鏡下
鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うもの）

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

緑内障手術（濾過胞再建術（needle法））
経カテーテル大動脈弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び
経皮的大動脈弁置換術）

網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるも
の）

胸腔鏡下弁置換術

網膜再建術 経皮的僧帽弁クリップ術

角膜移植手術　内皮移植加算
食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、十二指
腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、等

緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあ
るもの））

経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び水晶体再建術併用
眼内ドレーン挿入術）

胸腔鏡下弁形成術

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるもの
で内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）
胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

角結膜悪性腫瘍切除術
縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

椎間板内酵素注入療法
胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術
胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術
胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡支援機器を用
いる場合）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

センチネルリンパ節加算
乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節生
検（単独）

骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限
る。）

胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）④

腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの） 歯周組織再生誘導手術

腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
もの）

広範囲顎骨支持型装置埋入手術

同種死体腎移植術 歯根端切除手術の注３

内視鏡的小腸ポリープ切除術 同種クリオプレシピテート作製術

腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術、低位前方切除術及び
切断術に限る。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

胃瘻造設時嚥下機能評価加算

腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術 医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房
切除術に限る。）・（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出術）

腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

輸血管理料Ⅱ

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 自己クリオプレシピテート作製術（用手法）

腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 体外式膜型人工肺管理料

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

医科点数表第２章第10部手術の通則の16に掲げる手術

腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）
腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手
術用支援機器を用いる場合）

胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）
を伴うものに限る。）

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

腹腔鏡下肝切除術 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性
腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術
腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

腹腔鏡下総胆管拡張症手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの）
膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、埋没陰茎手術及
び陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

腹腔鏡下胃切除術(単純切除術(内視鏡手術用支援機器を用いる場合)及び腹腔鏡下胃切除術(悪性
腫瘍手術(内視鏡手術用支援機器を用いるもの)) 精巣内精子採取術

腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）及び腹腔鏡下噴門側
胃切除術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）） 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜
リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出術、等

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

内視鏡的逆流防止粘膜切除術 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

内視鏡的逆流防止粘膜切除術 人工尿道括約筋植込・置換術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈） 生体腎移植術

腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方） 膀胱水圧拡張術



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）⑤

歯科矯正診断料

顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要とする
ものに限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

悪性腫瘍病理組織標本加算

口腔病理診断管理加算２

クラウン・ブリッジ維持管理料

保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による術
中迅速病理組織標本作製

病理診断管理加算２

デジタル病理画像による病理診断

定位放射線治療呼吸性移動対策加算

画像誘導密封小線源治療加算

保険医療機関間の連携による病理診断

画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

体外照射呼吸性移動対策加算

定位放射線治療

高エネルギー放射線治療

１回線量増加加算

強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

歯科麻酔管理料

放射線治療専任加算

外来放射線治療加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

麻酔管理料（Ⅰ）

麻酔管理料（Ⅱ）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 14

剖検率（％） 6.4

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

150

剖　検　の　状　況

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額

循環器疾患診療実態調査（JROAD）のデータベースによる心臓サ
ルコイドーシスの診療実態調査と二次調査に基づく診断・治療プロ
トコールの策定に関する研究

大石　充 心臓血管内科 9,000 委
国立研究開発法人　国立循
環器病研究センター

フレイル高齢者のレジストリ研究及びロコモ、サルコペニアを含め
た病態解明及び予防介入法の確立を目指した臨床ならびに関連
研究

大石　充 心臓血管内科 600,000 委
国立研究開発法人国立長寿
医療研究センター

垂水市在住一般住民における前向きコホート研究 大石　充 心臓血管内科 556,400 委 垂水市

持続性心房細動とフレイル共通病態としての心臓周囲脂肪を発生
源とした分子機序解明

大石　充 心臓血管内科 2,000,000 委 えびの市立病院

持続性心房細動とフレイル共通病態としての心臓周囲脂肪を発生
源とした分子機序解明

大石　充 心臓血管内科 500,000 委 肝属郡医師会立病院

地域住民における脳血管疾患発症に対して効果的な血圧管理に
ついての検討

大石　充 心臓血管内科 2,200,000 委 枕崎市立病院

持続性心房細動とフレイル共通病態としての心臓周囲脂肪を発生
源とした分子機序解明

大石　充 心臓血管内科 1,700,000 委 垂水中央病院

高齢者コホートデータ人工知能解析によるフレイルネットワーク分
析及び予後因子の同定

大石　充 心臓血管内科 780,000 補 日本学術振興会

オルタナティブオートファジーとマクロファージを標的としたサルコ
ペニア治療法の確立

池田　義之 心臓血管内科 650,000 補 日本学術振興会

心房細動患者の認知症予防に関する研究-脳血管障害・血管内
皮機能障害との関連-

市來　仁志 心臓血管内科 390,000 補 日本学術振興会

抗がん剤による心筋および骨格筋障害に対するミトコンドリアを介
した新規治療法の開発

赤崎　雄一 心臓血管内科 910,000 補 日本学術振興会

肺高血圧症の進行抑制を目的としたフレイルサイクルの多角的評
価と介入治療の検討

窪田　佳代子 心臓血管内科 780,000 補 日本学術振興会

BPA治療による血行動態改善後のCTEPH患者における心肺運動
負荷試験時ピーク心係数に及ぼすリオシグアトの効果～多施設共
同二重盲検ランダム化比較試験～（THERAPY-HYBRID-BPA 
trial）

窪田　佳代子 心臓血管内科 715,000 委
独立行政法人　国立病院機
構岡山医療センター

血漿および白血球中αガラクトシダーゼ活性相違の検討 樋口　公嗣 心臓血管内科 1,170,000 補 日本学術振興会

大動脈弁狭窄症による全身血管変化の分子機序解明ーずり応力
による血小板活性化の役割

上田　英昭 心臓血管外科 1,430,000 補 日本学術振興会

肝障害合併成人心臓手術のアシアロ肝シンチグラフィーによる術
前リス ク評価法の確立

松本　和久 心臓血管外科 1,430,000 補 日本学術振興会

大動脈瘤ステントグラフト内挿術前後の凝固線溶動態の解析とエ
ンドリークの機序解明

豊川　建二 心臓血管外科 1,430,000 補 日本学術振興会

生活習慣病が消化器疾患や腎疾患の病態進展に及ぼす影響に
関する研究

井戸　章雄 消化器内科 1,000,000 委 高原病院

非切除膵癌を対象とした腫瘍溶解性ウイルスの腫瘍内局所投与
療法の有効性と安全性に関する医師主導治験

井戸　章雄 消化器内科 27,875,919 委
国立研究開発法人 日本医
療研究開発機構

2次化学療法実施中の切除不能膵癌患者におけるElectronic 
Patient-Reported Outcome (ePRO) を用いたQOL調査研究

有馬　志穂 消化器内科 110,000 委
公益財団法人 パブリックヘ
ルスリサーチセンター

粘膜下層剥離面治癒を促進するHGF含浸外用剤の開発 佐々木　文郷 消化器内科 780,000 補 日本学術振興会

コピー数多型研究に基づいた腸管炎症の新たな重症化機序の解
明

上村　修司 消化器内科 1,170,000 補 日本学術振興会

肝細胞癌における腫瘍関連マクロファージに発現するGPNMBの
役割

熊谷　公太郎 消化器内科 780,000 補 日本学術振興会

　小計23件

アルコール性肝障害における臓器連関の解析 馬渡　誠一 消化器内科 1,430,000 補 日本学術振興会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

補助元又は委託元

（様式第3）
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胃癌に対するセンチネルリンパ節理論の微小免疫環境からの検
証

大塚　隆生 消化器外科 2,000,000 委 えびの市

消化器癌に対する血中循環腫瘍細胞を標的とした治療戦略の構
築

大塚　隆生 消化器外科 2,000,000 委 小林市立病院

癌のリンパ節転移に対する診断の精度向上に関する研究 大塚　隆生 消化器外科 2,000,000 委 高原病院

切除不能進行・再発食道癌に対する免疫チェックポイント阻害剤
の治療効果予測バイオマーカーの探索研究

大塚　隆生 消化器外科 1,200,000 委 垂水中央病院

ゲノム医療が導く究極の膵癌予防法・予防的膵全摘術の適応患
者とは？

大塚　隆生 消化器外科 5,850,000 補 日本学術振興会

なぜ膵臓全体が発癌危険地帯に？マイクロバイオ―タの関与と膵
癌早期診断への挑戦

大塚　隆生 消化器外科 2,080,000 補 日本学術振興会

リキッド・バイオプシーを用いた早期胃癌の術前リンパ節転移診断
能向上への挑戦

松下　大輔 消化器外科 650,000 補 日本学術振興会

治療抵抗性マイクロRNA・オルガノイド解析に基づいた革進的膵癌
治療戦略の確立

伊地知　徹也 消化器外科 1,560,000 補 日本学術振興会

腹腔鏡下肝臓切除術は「真に低侵襲」か？～酸化ストレスからみ
た影響

川崎　洋太 消化器外科 1,430,000 補 日本学術振興会

オルガノイドによる食道癌発生予防を目指した新規治療薬開発 下之薗　将貴 消化器外科 1,560,000 補 日本学術振興会

J-CAT及びJ-CAT PRIMEを活用した純粋小脳型脊髄小脳変性症
のヒストリカルデータの収集

髙嶋　博 脳神経内科 143,000 委
国立研究開発法人　国立精
神・神経医療研究センター

自己免疫性脳炎における血清・髄液サイトカインプロファイル解析 髙嶋　博 脳神経内科 1,000,000 委 肝属郡医師会立病院

認知機能障害性疾患における感染性微生物の網羅的遺伝子解析
研究

髙嶋　博 脳神経内科 400,000 委 垂水中央病院

自己免疫性脳炎・脳症に関する研究 髙嶋　博 脳神経内科 1,300,000 委
出水市立病院機構（出水総
合医療センター）

Charcot-Marie-Tooth病の治療を見据えた分子遺伝学的研究 高嶋　博 脳神経内科 5,590,000 補 日本学術振興会

原因不明脳炎の感染症診断に貢献するショットガンメタゲノム解析
の新しい研究

﨑山　佑介 脳神経内科 1,170,000 補 日本学術振興会

超早期治療による発症抑制を目指したHAM発症前炎症病態の診
断に資する研究

松浦　英治 脳神経内科 780,000 補 日本学術振興会

R言語を用いた次世代シークエンサーの網羅的解析パイプライン
の構築

安藤　匡宏 脳神経内科 2,210,000 補 日本学術振興会

脊髄小脳変性症の臨床疫学と新規原因遺伝子の同定 樋口　雄二郎 脳神経内科 1,430,000 補 日本学術振興会

鹿児島県てんかん地域診療連携体制整備事業 花谷　亮典 脳神経外科 57,000 委 鹿児島県

新しい水頭症治療システム：代替的髄液拍動緩衝装置の開発 花谷　亮典 脳神経外科 130,000 委 厚地脳神経外科病院

グリオーマ遺伝子パネルによる日本人グリオーマ患者での網羅的
ゲノム・エピゲノム解析

比嘉　那優大 脳神経外科 2,470,000 補 日本学術振興会

膠芽腫におけるLPPを中心とした新規浸潤・遊走機構の解明 増田　圭亮 脳神経外科 1,560,000 補 日本学術振興会

悪性神経膠腫におけるテモゾロミド耐性獲得においてオートファ
ジーが果たす役割の解明

米澤　大 脳神経外科 1,040,000 補 日本学術振興会

　小計25件

小細胞肺癌の新規診断マーカーの開発 井上　博雅 呼吸器内科 750,000 委 肝属郡医師会立病院

大隅地方における喘息診療の実態に関する調査研究 井上　博雅 呼吸器内科 300,000 委 垂水中央病院
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重症喘息およびCOPD患者の地域特性に関連したコホート研究 井上　博雅 呼吸器内科 1,300,000 委
出水市立病院機構（出水総
合医療センター）

自然リンパ球と脂質分子に注目した難治性喘息の病態解析 井上　博雅 呼吸器内科 1,300,000 補 日本学術振興会

フェノタイプ・エンドタイプに着目した本邦の喘息患者における3年
間予後の検討

町田　健太朗 呼吸器内科 112,200 委
独立行政法人国立病院機構
東京病院

TL1A/DR3シグナルを介したステロイド抵抗性のメカニズム 町田　健太朗 呼吸器内科 1,300,000 補 日本学術振興会

早期特発性肺線維症患者に対するニンテダニブ投与の有効性と
安全性に関する解析

内田　章文 呼吸器内科 66,000 委 国立大学法人　長崎大学

マイクロRNAを起点とした肺扁平上皮癌に関する分子経路と新規
治療法の探索研究

内田　章文 呼吸器内科 260,000 補 日本学術振興会

機能性RNA分子アトラスに基づく治療抵抗性小細胞肺癌の分子機
序の解明

美園　俊祐 呼吸器内科 1,430,000 補 日本学術振興会

STING伝達経路の肺癌進行における役割－免疫療法中心に集学
的治療の確立に向けて

佐藤　雅美 呼吸器外科 300,000 委 垂水中央病院

STING伝達経路の肺癌進行における役割―免疫療法中心に集学
的治療の確立に向けて

青木　雅也 呼吸器外科 1,430,000 補 日本学術振興会

転写因子BHLHE41/DEC2の発現制御機構の多角的解析と肺癌に
おける臨床意義

永田　俊行 呼吸器外科 910,000 補 日本学術振興会

終末期の病態解明と新規治療法開発ー骨髄‐脳‐筋相関と運動か
らのアプローチー

浅川　明弘 心身医療科 1,560,000 補 日本学術振興会

治療抵抗性腎細胞癌におけるエクソソームを起点とした耐性獲得
機序の解明

榎田　英樹 泌尿器科 2,000,000 委 小林市立病院

治療抵抗性腎細胞癌におけるエクソソームを起点とした耐性獲得
機序の解明

榎田　英樹 泌尿器科 1,000,000 委 肝属郡医師会立病院

多面的アプローチによる膀胱癌のプライマリーレジスタンスを予測
するマーカーの開発

榎田　英樹 泌尿器科 300,000 委 垂水中央病院

セルソーティングを応用した尿中マイクロRNA検出による新規尿路
上皮癌診断法の開発

榎田　英樹 泌尿器科 1,820,000 補 日本学術振興会

エクソソーム含有核酸の測定による尿路上皮癌の新規体液診断
の開発

吉野　裕史 泌尿器科 1,300,000 補 日本学術振興会

エクソソーム解析による治療抵抗性腎癌の新規治療戦略と治療効
果予測マーカーの開発

鑪野　秀一 泌尿器科 1,170,000 補 日本学術振興会

エクソソームによる治療抵抗性膀胱癌に対する新規治療戦略と治
療効果予測法の開発

井口　智生 泌尿器科 2,600,000 補 日本学術振興会

進行性膀胱癌に対するRASを標的とした新規治療戦略の探索 松下　良介 泌尿器科 2,730,000 補 日本学術振興会

治療抵抗性腎癌に対するエクソソームを起点とした新規治療戦略
の探索

坂口　大 泌尿器科 1,300,000 補 日本学術振興会

薬剤併用による相乗効果を目指した成人T細胞白血病・リンパ腫
への治療開発

石塚　賢治 血液・膠原病内科 300,000 委 垂水中央病院

成人T細胞白血病・リンパ腫(ATL)に対する抗アポトーシス蛋白標
的療法の研究

石塚　賢治 血液・膠原病内科 1,300,000 委
出水市立病院機構（出水総
合医療センター）

PROTAC技術を用いた成人T細胞白血病・リンパ腫に対する新規
創薬基盤の樹立

吉満　誠 血液・膠原病内科 1,170,000 補 日本学術振興会

　小計25件

高齢者に対するイメグリミンによる筋肉減少抑制効果の検討 西尾　善彦 糖尿病・内分泌内科 500,000 委 肝属郡医師会立病院

枕崎地区における糖尿病重症化予防に関する研究 西尾　善彦 糖尿病・内分泌内科 1,100,000 委 枕崎市立病院

高齢糖尿病症例に対するイミグリミンによる効果の検討 西尾　善彦 糖尿病・内分泌内科 500,000 委 垂水中央病院
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高齢糖尿病症例に対するイミグリミンによる効果の検討 西尾　善彦 糖尿病・内分泌内科 1,300,000 委
出水市立病院機構（出水総
合医療センター）

電子カルテ情報活用型多施設症例データベースを利用した糖尿
病に関する臨床情報収集に関する研究(J-DREAMS)

西尾　善彦 糖尿病・内分泌内科 300,000 委
国立研究開発法人　国立国
際医療研究センター

転写因子Nrf2の活性化を利用してグルコーススパイクによる血管
傷害を予防する。

西尾　善彦 糖尿病・内分泌内科 1,560,000 補 日本学術振興会

単一遺伝子疾患からの精神疾患の分子病態追求―有棘赤血球
舞踏病の分子病態と精神疾患

中村　雅之 神経科精神科 1,820,000 補 日本学術振興会

成人発症白質脳症における包括的変異解析及び抽出した新規変
異の機能解析

石塚　貴周 神経科精神科 390,000 補 日本学術振興会

有棘赤血球舞踏病に対するてんかん発作を生じる症状修飾因子
の検討

崎元　仁志 神経科精神科 780,000 補 日本学術振興会

In vivoにおけるchoreinとオートファジーの関わり 佐々木　なつき 神経科精神科 1,300,000 補 日本学術振興会

児童養護施設での養育が逆境的幼少期体験のある子どもの発達
に与える影響

島田　尚子 神経科精神科 3,770,000 補 日本学術振興会

枕崎地区における小児予防接種率向上と小児医療体制充実に関
する研究

岡本　康裕 小児科 1,100,000 委 枕崎市立病院

出水地区における小児疾患の予防策と保健業務の推進に関する
研究

岡本　康裕 小児科 2,600,000 委
出水市立病院機構（出水総
合医療センター）

COX-2阻害薬によるリンパ管奇形に対する新しい治療法の開発 岡本　康裕 小児科 1,170,000 補 日本学術振興会

デュシェンヌ型筋ジストロフィーを対象とした新たな患者レジストリ
を構築するための研究（Remudy-DMD）

丸山　慎介 小児科 374,000 委
国立研究開発法人　国立精
神・神経医療研究センター

IL-6抑制によるメサンギウム増殖性腎炎の新たな治療開発 稲葉　泰洋 小児科 450,000 委 公益財団法人　森永奉仕会

アクロレイン除去によるシクロフォスファミド心筋障害予防法の研
究

西川　拓朗 小児科 1,040,000 補 日本学術振興会

フォンタン循環における肺動静脈瘻の機序解明 川村　順平 小児科 1,690,000 補 日本学術振興会

若年性皮膚筋炎の全国前向きコホート研究 山崎　雄一 小児科 1,430,000 補 日本学術振興会

核小体ストレス応答を利用して抗癌剤耐性を解除する新たな小児
白血病治療の開発

中川　俊輔 小児科 1,690,000 補 日本学術振興会

Ph＋ALL細胞におけるSIRT1が誘導するABL1変異獲得の機序の
解明

児玉　祐一 小児科 2,080,000 補 日本学術振興会

Liquid Biopsyによる胆道閉鎖症の出生前診断と胎児治療の可能
性探索

家入　里志 小児外科 1,430,000 補 日本学術振興会

網羅的シュミレータ開発による内視鏡外科手術オンラインコーチン
グシステム確立と実証

家入　里志 小児外科 2,730,000 補 日本学術振興会

小児腹腔鏡下肝管空腸吻合術の世界トレンドについて-世界の小
児外科医800人を対象としたアンケート調査-

大西　峻 小児外科 300,000 委
公益財団法人　興和生命科
学振興財団

新生児外科疾患の中枢神経発達と腸内フローラ制御 大西　峻 小児外科 2,000,000 委
公益財団法人　上原記念生
命科学財団

　小計25件

腸内フローラは新生児壊死性腸炎における中枢発達改善の治療
ターゲットか？

大西　峻 小児外科 1,950,000 補 日本学術振興会

ニーズアセスメントにより国際格差を是正する小児内視鏡外科プ
ログラム開発と世界展開

川野　孝文 小児外科 1,040,000 補 日本学術振興会

若年成人まで包含するLPECシミュレータ開発とテレシミュレーショ
ン教育の世界展開

村上　雅一 小児外科 1,170,000 補 日本学術振興会

短腸症とIFALDを同時に克服するアドレノメデュリン・ランデブー治
療の可能性探索

矢野　圭輔 小児外科 1,690,000 補 日本学術振興会
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内視鏡外科手術のモニターサイズの大型化・高精細化が鉗子操
作に与える影響を検証する

山田　耕嗣 小児外科 1,950,000 補 日本学術振興会

特定診療医師派遣事業 小林　裕明 産科、婦人科 5,170,176 委 鹿児島県

骨盤臓器脱に対するAllograftを用いたロボット支援仙骨膣固定術 小林　裕明 産科、婦人科 1,300,000 委
出水市立病院機構（出水総
合医療センター）

ラット肩関節腱板tendinopathyモデルの開発とHmgb1/2の発現解
析

谷口　昇 整形外科・リウマチ外科 500,000 委 肝属郡医師会立病院

HMGB1とHMGB2の骨リモデリングにおける機能解析~炎症加齢と
骨粗鬆症~

谷口　昇 整形外科・リウマチ外科 1,560,000 補 日本学術振興会

menopause handsにおけるSirt1の機能解析 佐々木　裕美 整形外科・リウマチ外科 1,170,000 補 日本学術振興会

がん患者終末期における予後予測分子マーカーの検索 篠原　直弘 整形外科・リウマチ外科 1,040,000 補 日本学術振興会

メラトニン欠乏に起因した側弯症の病態解明：原因候補遺伝子
Tbx1との機能解析

河村　一郎 整形外科・リウマチ外科 1,300,000 補 日本学術振興会

新規サルコペニア関連マイオカインとオステオカインの検索 冨永　博之 整形外科・リウマチ外科 1,820,000 補 日本学術振興会

HMGB1抑制による前十字靭帯再建術後拘縮予防の有効性の検
討

中條　正英 整形外科・リウマチ外科 1,040,000 補 日本学術振興会

CD147/basiginを標的とした乾癬の新規治療の開発 金蔵　拓郎 皮膚科 1,430,000 補 日本学術振興会

低密度好中球(LDN)のmiRNAを治療標的とした好中球性皮膚症の
病態解明

東　裕子 皮膚科 1,560,000 補 日本学術振興会

網膜脈絡膜・視神経萎縮症に関する調査研究 坂本　泰二 眼科 16,000,000 補 日本学術振興会

鹿児島県内（おもに肝属地区）の眼科疾患の概要 坂本　泰二 眼科 500,000 委 肝属郡医師会立病院

垂水地区における小中学生の眼疾患の疫学的調査 坂本　泰二 眼科 800,000 委 垂水中央病院

北薩地域における成人眼疾患の概要 坂本　泰二 眼科 1,300,000 委
出水市立病院機構（出水総
合医療センター）

眼球内細胞学の確立：基礎から臨床までのシームレスな研究 坂本　泰二 眼科 5,850,000 補 日本学術振興会

眼底写真を用いた性別判定および疾患進行・発症予測 山下　高明 眼科 1,300,000 補 日本学術振興会

AMPKを介した抗酸化作用を有する新規機能性単糖による加齢黄
斑変性の予防と治療

寺崎　寛人 眼科 910,000 補 日本学術振興会

Explainable AIを用いた光干渉断層計による診断と病態解析 椎原　秀樹 眼科 1,560,000 補 日本学術振興会

高齢者の経口的咽頭喉頭部分切除術症例の検討 山下　勝 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 600,000 委 垂水中央病院

　小計25件

喉頭気管粘膜の傷害抑制および再生治療に関する研究 山下　勝 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 1,820,000 補 日本学術振興会

経眼投与による粘膜免疫応答の誘導 永野　広海 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 1,690,000 補 日本学術振興会

ヒトiPS細胞を用いた気管喉頭軟骨再生 吉松　誠芳 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 1,690,000 補 日本学術振興会

細胞形態を可視化する先進的MRIによる脳腫瘍診断法の開発 吉浦　敬 放射線科 1,040,000 補 日本学術振興会

電子密度画像を用いた血栓マップの開発と血栓症の診断・治療効
果予測法の確立

長野　広明 放射線科 1,560,000 補 日本学術振興会
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CEST画像による膵癌の分子イメージングとこれを用いた非造影膵
MR診断法の確立

福倉　良彦 放射線科 1,430,000 補 日本学術振興会

血流動態画像解析と人工知能による肺癌術後血栓形成メカニズ
ム解明と予測モデルの開発

内匠　浩二 放射線科 1,430,000 補 日本学術振興会

Dual energy CTの定量画像指標に基づく椎間板変性症診断法の
開発

中條　正典 放射線科 1,040,000 補 日本学術振興会

FDG-PET代謝速度定数画像による免疫チェックポイント阻害剤効
果判定法の確立

中條　正豊 放射線科 1,430,000 補 日本学術振興会

画像流体力学解析による動脈塞栓術後側副血行路発達の予測法
の開発

林　完勇 放射線科 1,560,000 補 日本学術振興会

2022年度「国際青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプロ
グラム）さくら招へいプログラム」実施業務

犬童　寛子 顎顔面放射線科 794,400 委
国立研究開発法人科学技術
振興機構

低酸素誘導因子を標的とした放射線耐性口腔癌新規治療戦略の
確立に向けて

宮腰　昌明 顎顔面放射線科 1,170,000 補 日本学術振興会

アスタキサンチンは敗血症性腎障害の新規治療薬となりえるか？ 森山　孝宏 麻酔科 910,000 補 日本学術振興会

インビボ神経イメージングによる敗血症関連脳症に関与する大脳
神経回路同定と治療戦略

中原　真由美 麻酔科 1,040,000 補 日本学術振興会

三叉神経領域の痛覚日内変動機構の解明 杉村　光隆 歯科麻酔科 1,690,000 補 日本学術振興会

聴覚を介した自律神経変動の管理による高血圧患者の安全な歯
科治療環境の創造

山下　薫 歯科麻酔科 2,470,000 補 日本学術振興会

漢方薬がオーラルフレイルに与える影響の解明 四道　瑠美 歯科麻酔科 780,000 補 日本学術振興会

血管機能指標CAVIとバイオマーカーを用いた左室拡張機能の推
定法の確立

糀谷　淳 歯科麻酔科 2,990,000 補 日本学術振興会

安心安全な歯科治療環境の提供　リナロール香気吸入による抗
不安作用・鎮痛作用の検証

比嘉　憂理奈 歯科麻酔科 1,040,000 補 日本学術振興会

摂食嚥下障害に対する神経筋電気刺激の安全性および効果の検
討：介入前後比較試験

下堂薗　恵 リハビリテーション科 300,000 委 垂水中央病院

霊長類脳梗塞片麻痺モデルを用いた新たなリハビリテーションと
脳･神経可塑性の研究

下堂薗　恵 リハビリテーション科 5,200,000 補 日本学術振興会

上肢に対する振動刺激が脳皮質活動に与える影響-脳磁図による
検討

河村　健太郎 リハビリテーション科 260,000 補 日本学術振興会

経頭蓋磁気刺激、末梢刺激、ロボットによる重度上肢麻痺の治療
法と回復指標の開発

衛藤　誠二 リハビリテーション科 1,820,000 補 日本学術振興会

「県民の歯科口腔保健実態調査」に係る集計・分析評価業務委託 於保　孝彦 口腔保健科 550,000 委 鹿児島県

カンジダ菌による口腔粘膜炎発症における先天性免疫因子
DMBT1の関与

於保　孝彦 口腔保健科 1,430,000 補 日本学術振興会

　小計25件

口腔バイオフィルムの動脈硬化誘発における病原性獲得メカニズ
ムの解明

長田　恵美 口腔保健科 1,430,000 補 日本学術振興会

異なる口腔環境より採取したカンジダ菌の性状解析に基づく新規
誤嚥性肺炎予防法の開発

藤島　慶 口腔保健科 1,430,000 補 日本学術振興会

口腔常時菌による血流感染の発症機構に基づいた医科歯科連携
による高度管理方法の構築

山口　泰平 口腔保健科 1,430,000 補 日本学術振興会

新たな食道疾患の発症機序の解明：不正咬合と咀嚼筋障害に起
因する口腔機能低下の影響

宮脇　正一 矯正歯科 780,000 補 日本学術振興会

顎顔面形態異常や不正咬合に関連する咀嚼筋痛障害が骨格筋
力の低下に及ぼす影響の解明

中川　祥子 矯正歯科 1,560,000 補 日本学術振興会

長鎖非コードRNAによる骨細胞メカニカルストレス応答制御機構の
解明

石川　崇典 矯正歯科 1,300,000 補 日本学術振興会
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食道知覚過敏が中枢性感作を介してブラキシズムと顎関節症関
連疼痛に与える影響の解明

大賀　泰彦 矯正歯科 1,300,000 補 日本学術振興会

口腔常在細菌叢メタゲノム解析によるオーダーメイドのう蝕予防法
の開発

渡邉　温子 矯正歯科 2,080,000 補 日本学術振興会

消化管促進作用を有するグレリンの動態が睡眠時ブラキシズムに
及ぼす影響の解明

高橋　広太郎 矯正歯科 1,820,000 補 日本学術振興会

プロバイオティクスが覚醒時ブラキシズムと顎関節症に及ぼす影
響の解明

大迫　佑季 矯正歯科 2,860,000 補 日本学術振興会

顎骨間葉系幹細胞を用いた再生医療実現のための基盤研究 西村　正宏 小児歯科 4,420,000 補 日本学術振興会

小型3Dカメラを応用した新規摂食嚥下機能検査システムの開発 佐藤　秀夫 小児歯科 520,000 補 日本学術振興会

歯の再生を目指したヒト乳歯歯髄幹細胞濃縮と機能解析 稲田　絵美 小児歯科 1,300,000 補 日本学術振興会

口唇口蓋裂児の鼻腔・口腔細菌叢は呼吸器疾患の発症に関連す
るか？

辻井　利弥 小児歯科 1,950,000 補 日本学術振興会

小児の口呼吸の病態分類と治療法の確立 村上　大輔 小児歯科 1,690,000 補 日本学術振興会

非接触型バイタルセンシング技術を活用したオンライン咀嚼嚥下
機能検査システムの開発

橋口　真紀子 小児歯科 2,860,000 補 日本学術振興会

小児期の摂食嚥下と呼吸動態の定量的機能解析による相互発達
メカニズムの探索

山本　祐士 小児歯科 2,860,000 補 日本学術振興会

2022年度「国際青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプロ
グラム）さくら招へいプログラム」実施業務

西谷　佳浩 保存科 574,400 委
国立研究開発法人科学技術
振興機構

ミュータンスレンサ球菌表層タンパクの病原性解析に基づく齲蝕予
防法の開発

勝俣　環 保存科 780,000 補 日本学術振興会

アクアポリンを制御するミトコンドリア移植法による新しい歯髄保
存・再生療法の開発

髙　裕子 保存科 1,040,000 補 日本学術振興会

炎症性歯髄におけるイオンチャンネルの役割 西谷　登美子 保存科 1,560,000 補 日本学術振興会

覆髄処置に対する白金ナノコロイドの新たなる応用方法の検討 勝俣　愛一郎 保存科 1,430,000 補 日本学術振興会

LIPUSとBMP9を用いた糖尿病患者に対する歯周組織再生療法開
発の基盤的研究

野口　和行 歯周病科 2,340,000 補 日本学術振興会

妊娠性糖尿病に関わる口腔環境因子の検索とそのメカニズムの
解明に関する包括的研究

長谷川　梢 歯周病科 910,000 補 日本学術振興会

In situ組織工学アプローチによる真の歯周組織再生獲得に向けた
治療基盤の確立

白方　良典 歯周病科 1,430,000 補 日本学術振興会

　小計25件

C-DFATと成長因子のコンビネーションによる歯周組織再生療法
の樹立

篠原　敬哉 歯周病科 1,820,000 補 日本学術振興会

BMP-9による顎骨・歯周組織再生の効率化に向けた微小環境コン
トロールの基盤確立

中村　利明 歯周病科 1,820,000 補 日本学術振興会

歯周組織の修復および再生におけるGDF6の機能解析 瀬名　浩太郎 歯周病科 1,300,000 補 日本学術振興会

BMP9とMTAを用いたバイオアクテイブアプローチによる外科的歯
内療法の基盤構築

川上　克子 歯周病科 1,560,000 補 日本学術振興会

令和４年度鹿児島県海外技術研修員の受入 西村　正宏 義歯インプラント科 283,490 委 鹿児島県

口腔保湿剤を用いた新規口腔カンジダ症の治療戦略 村上　格 義歯インプラント科 1,430,000 補 日本学術振興会

高齢ドナー顎骨由来MSCを用いたSASP抑制による高度顎堤吸収
治療法の開発研究

原田　佳枝 義歯インプラント科 1,560,000 補 日本学術振興会
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組織再生を目指した人工粘膜の開発と人工骨を併用した骨造成
能の評価

益崎　与泰 義歯インプラント科 1,560,000 補 日本学術振興会

顎骨再生に向けた移植体の骨形成能を担保するための基礎的研
究

末廣　史雄 義歯インプラント科 1,430,000 補 日本学術振興会

顎骨再生を目的とした顎骨骨髄由来間質細胞の骨形成能マー
カーの探索とメカニズム分析

駒走　尚大 義歯インプラント科 2,210,000 補 日本学術振興会

薩摩川内市鹿島町における住民の口腔疾患の保健管理に関する
研究

杉浦　剛 口腔外科 1,000,000 委 薩摩川内市役所鹿島診療所

長島町における住民の口腔疾患に関する調査研究 杉浦　剛 口腔外科 1,000,000 委 長島町（鷹巣診療所）

口腔癌の統合的リアルタイムモニタリングの社会実装の為の検証
研究および治療への応用

杉浦　剛 口腔外科 5,330,000 補 日本学術振興会

バクテリオファージを用いたARONJに対する新規治療法の創出 比地岡　浩志 口腔外科 780,000 補 日本学術振興会

口腔癌個別化療法における骨髄由来免疫抑制細胞を標的とした
バイオマーカーの開発

別府　真広 口腔外科 1,300,000 補 日本学術振興会

口腔癌シングルセル解析による転移原因遺伝子・遺伝子修飾の
検索

松村　吉晃 口腔外科 1,040,000 補 日本学術振興会

口腔癌における新規バイオマーカー検索と特異遺伝子に対する新
規核酸抗がん薬の開発

久米　健一 口腔外科 1,950,000 補 日本学術振興会

口腔細菌叢のオミクス解析による口腔癌発症機序の解明とリスク
診断の構築

後藤　雄一 口腔外科 2,860,000 補 日本学術振興会

リアルタイム音声可視化システムを応用した視覚フィードバック口
蓋裂言語訓練法の開発

中村　典史 口腔顎顔面外科 2,470,000 補 日本学術振興会

VEGF-Cによるリンパ管新生効果は，骨再生・修復促進に関与しう
るか？

柚木　寿理 口腔顎顔面外科 1,560,000 補 日本学術振興会

血管新生誘導マイクロ粒子の応用とWntを標的とした薬剤関連顎
骨壊死の新規治療戦略

岐部　俊郎 口腔顎顔面外科 1,560,000 補 日本学術振興会

音声可視化システムを用いた客観的評価に基づく口蓋裂術後の
異常構音の病態解明

手塚　征宏 口腔顎顔面外科 780,000 補 日本学術振興会

唇裂患者の顔貌評価を三次元から四次元へ進化させる分析方法
の開発

大河内　孝子 口腔顎顔面外科 1,690,000 補 日本学術振興会

運動によるmyokineを介した口腔癌微小環境・免疫機能改善と癌
細胞への直接作用

吉村　卓也 口腔顎顔面外科 2,470,000 補 日本学術振興会

種子島スタディー口腔から地域高齢者の健康寿命延伸を目指す
官学連携縦断的機能評価ー

鈴木　甫 口腔顎顔面外科 1,300,000 補 日本学術振興会

　小計25件

自己免疫性出血症診療の「均てん化」のための実態調査と「総合
的」診療指針の作成

橋口　照人 検査部 12,100,000 補 日本学術振興会

時間軸・空間軸融合による血管炎症収束の制御機構解明ー「炎症
性」血小板の新概念構築

山口　宗一 検査部 3,510,000 補 日本学術振興会

circRNA-miRNAによる大動脈弁狭窄症病態解明とバイオマーカー
創出の挑戦

山口　宗一 検査部 5,460,000 補 日本学術振興会

腫瘍血管成熟に着目した膵癌の新たな個別化免疫治療の確立 田上　聖徳 検査部 1,300,000 補 日本学術振興会

神経障害性疼痛が慢性化すると脊髄後角における疼痛メカニズム
は変化するのか？

五代　幸平 手術部 1,560,000 補 日本学術振興会

定量肺血流SPECT/CTと機械学習による肺高血圧症診断法の開
発

神宮司　メグミ 放射線部 1,690,000 補 日本学術振興会

持続的血液浄化療法に関する他機関共同の後ろ向き観察研究 垣花　泰之 救命救急センター（救急科） 1,221,000 委 国立大学法人　東京大学

敗血症関連脳症におけるメラトニンとテトラヒドロビオプテリンのク
ロストーク解析

新山　修平 救命救急センター（救急科） 1,300,000 補 日本学術振興会
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壊死性腸炎モデルラットを用いた新生児神経学的予後向上に関す
る研究-敗血症とテトラヒドロビオプテリンのクロストーク解析-

杉田　光士郎 救命救急センター（救急科） 800,000 委
公益財団法人　川野小児医
学奨学財団

テトラヒドロビオプテリン・サプライにより新生児壊死性腸炎の中枢
機能予後を取戻す

杉田　光士郎 救命救急センター（救急科） 1,820,000 補 日本学術振興会

HIV診療医師情報網支援事業 古川　良尚 輸血・細胞治療部 179,000 委
国立病院機構九州医療セン
ター

HIV感染者等保健福祉相談事業 古川　良尚 輸血・細胞治療部 675,000 委
公益財団法人　エイズ予防
財団

胎児新生児期の戦略的抗酸化・抗炎症治療は生後致死性消化管
イベントを回避しうるか？

武藤　充 周産母子センター 1,690,000 補 日本学術振興会

宿主自然免疫応答制御を枢軸とした川崎病の新規治療戦略 上野　健太郎 周産母子センター 2,210,000 補 日本学術振興会

不妊専門相談支援推進研究 内田　那津子 周産母子センター 631,015 委 鹿児島県

周術期の摂食条件が体内時計に与える影響；遺伝子改変マウス
を用いた時間生物学的解析

大野　幸 全身管理歯科治療部 1,170,000 補 日本学術振興会

歯科治療恐怖症における歯科不安と自律神経応答の関連性およ
びメカニズムの解析

内野　美菜子 全身管理歯科治療部 1,560,000 補 日本学術振興会

エクソソーム中miRNAを起点とした治療抵抗性膀胱癌に対する新
規治療戦略の探索

山田　保俊 血液浄化療法部 1,690,000 補 日本学術振興会

膵胆管系腫瘍の早期診断と治療の為のバイオマーカー探索 東　美智代 病理部（病理診断科） 1,430,000 補 日本学術振興会

びまん性肺疾患を中心とする症例の診断を目的とした胸部放射線
科専門医の診断

田畑　和宏 病理部（病理診断科）
一症例当たり

2,500円
委 国立大学法人福井大学

びまん性肺疾患を中心とする症例の診断を目的とした胸部放射線
科専門医の診断

田畑　和宏 病理部（病理診断科）
一症例当たり

3,000円
委

社会福祉法人恩賜財団済生
会熊本病院

新規口腔癌特異的遺伝子であるSTOX2の機能解明と診断・治療
への応用の模索

笹平　智則 病理部（歯科系） 1,040,000 補 日本学術振興会

再発危険因子を有するハイリスクStageⅡ結腸がん治癒切除例に
対する術後補助化学療法としてのｍFOLFOX６療法またはXELOX
療法の至適投与期間に関するランダム化第Ⅲ相比較臨床試験

盛　真一郎 光学医療診療部 55,000 委
公益財団法人　がん集学的
治療研究財団

腫瘍免疫環境に着目した、膵癌に対する腫瘍溶解ウイルスの病
態解析

橋元　慎一 光学医療診療部 1,300,000 補 日本学術振興会

運動による肝臓と脳の臓器連関とそのメカニズムの解明 吉田　輝 リハビリテーション部 1,430,000 補 日本学術振興会

　小計25件

アウトカム基盤型教育における統合型コンピテンシー評価システ
ムの開発

田口　則宏 歯科総合診療部 1,170,000 補 日本学術振興会

歯学生の地域志向性を涵養する効果的な地域歯科医療教育法の
開発

大戸　敬之 歯科総合診療部 910,000 補 日本学術振興会

肝疾患地域連携体制強化事業 井戸　章雄 肝疾患相談センター 13,119,000 委 鹿児島県

令和４年度肝炎情報センター戦略的強化事業 井戸　章雄 肝疾患相談センター 3,588,000 委
国立研究開発法人　国立国
際医療研究センター

老年症候群の受容体連関とミトコンドリア質管理を軸とした機序解
明及び治療法開発

佐々木　雄一 緩和ケアセンター 780,000 補 日本学術振興会

独自開発・革新性能の増殖制御型アデノウイルスの骨腫瘍（希
少・難治性がん）承認への第Ⅱ相医師主導治験

小戝　健一郎 探索的医療開発センター 90,090,000 委
国立研究開発法人 日本医
療研究開発機構

難治性癌まで制圧可能な第二世代「腫瘍溶解性ウイルス・免疫療
法」の非臨床開発

小戝　健一郎 探索的医療開発センター 12,999,999 委
国立研究開発法人 日本医
療研究開発機構

骨軟部腫瘍を制圧できる全身性癌免疫誘導の革新的な免疫遺伝
子・ウイルス治療の開発

小戝　健一郎 探索的医療開発センター 5,590,000 補 日本学術振興会

免疫チェックポイントBispecific抗体遺伝子発現・腫瘍溶解性ウイ
ルスの創出

小戝　健一郎 探索的医療開発センター 9,100,000 補 日本学術振興会
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ペプチドホルモンステップアップ治療による短腸症における究極の
腸管レジリエンス獲得

山田　和歌 総合臨床研修センター 1,690,000 補 日本学術振興会

胸膜リンパ流によるスキップ転移機序の解明：解剖・分子生物学
から呼吸器外科へ

武田　亜矢 総合臨床研修センター 1,300,000 補 日本学術振興会

小児腸管内バイオフィルム形成大腸菌が薬剤耐性遺伝子の水平
伝播を促進する機構の解明

西　順一郎 感染制御部 1,430,000 補 日本学術振興会

地域医療支援センター設置事業 嶽﨑　俊郎 地域医療支援センター 33,099,999 委 鹿児島県

HTLV-Iキャリアにおける全死亡リスクに対する防御要因に関する
研究

嶽崎　俊郎 地域医療支援センター 650,000 補 日本学術振興会

人工的腫瘍内微小環境における神経接着分子を介した神経と脳
腫瘍細胞の相互作用

武田　泰生 薬剤部 1,950,000 補 日本学術振興会

新規細胞選別技術による腫瘍内dormant cellsの選別と機能解析 寺薗　英之 薬剤部 1,430,000 補 日本学術振興会

地域における看護実践力向上のための連携型シミュレーション教
育

田中　久美子 看護部 260,000 補 日本学術振興会

心臓弁膜症手術患者における口腔環境と術後全身状態の関連に
ついて

寺野　くらら 臨床技術部 200,000 委 公益財団法人　富徳会

脳卒中急性期の上肢麻痺に対する電気・振動刺激を備えた新しい
ロボット訓練の効果検証

豊栄　峻 臨床技術部 1,170,000 補 日本学術振興会

CalDAG-GEF1の止血分子メカニズム解明と新規機能の探索 古城　剛 臨床技術部 1,690,000 補 日本学術振興会

肺ＭＡＣ症の慢性肉芽形成時のマクロファージ機能変化解明ー
microRNAの役割

郡山　豊泰 臨床技術部 2,210,000 補 日本学術振興会

活性化凝固第X因子阻害薬内服患者のトロンビン阻害薬濃度偽陽
性となるメカニズム解明

中村　政敏 臨床技術部 1,170,000 補 日本学術振興会

　小計22件

　合計245件
(注)　1国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開
発
　　　　及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。
　　 　2　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

　 　　3　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を記入すること。
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2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Original Article

3 Original Article

4 Original Article

5 Original Article

6 Original Article

　小計6件

Hiroyuki Kamada 1, 
Satoshi Nagase 2, 
Koji Miyamoto 3, et 
al.

心臓血管内科

A case of antidromic 
atrioventricular reciprocating 
tachycardia via the atriofascicular 
pathway with suspected minor 
manifest fusion during ventricular 
pacing

J Arrhythm. 2022 
Jun 24;38(4):656-
659.

Hiroyuki Kamada 1, 
Kazuki Mori 2, 
Nobuhiko Ueda 1, et 
al.

心臓血管内科

Impact of Pre-Ablation Direct 
Current Cardioversion for 
Persistent Atrial Fibrillation to 
Predict Recurrence of Atrial 
Fibrillation after Catheter Ablation

Int Heart J. 2022 
Sep;63(5):828-836.

Yuki Hamamoto 1, 
Akihiro Tokushige 2, 
Yuasa Toshinori 3, et 
al.

心臓血管内科

A new pre-test probability score 
for diagnosis of deep vein 
thrombosis in patients before 
surgery

J Cardiol. 2022 
May;79(5):664-670.

Keisuke Shibata 1, 
Akihiro Tokushige 2, 
Masakazu Imamura 3, 
et al.

心臓血管内科

Evaluating the Khorana risk score 
of gastrointestinal cancer patients 
during initial chemotherapy as a 
predictor of patient mortality: A 
retrospective study

J Cardiol. 2022 
May;79(5):655-663.

Yoshihiko Akasaki 1, 
Takayuki Tabira 2, 
Michio Maruta 3, et 
al.

心臓血管内科

Social Frailty and Meaningful 
Activities among Community-
Dwelling Older Adults with Heart 
Disease

Int J Environ Res 
Public Health. 2022 
Nov 
17;19(22):15167.

Takeko Kawabata 1, 
Takuro Kubozono 2, 
Satoko Ojima 1, et al.

心臓血管内科
Insufficient blood pressure control 
is independently associated with 
increased arterial stiffness

Hypertens Res. 2022 
Dec;45(12):1861-
1868.

雑誌名・
出版年月等

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

（様式第3）
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7 Others

8 Others

9 Case report

10 Letter

11 Original Article

12 Original Article

13 Case report

　小計7件

Nobuhisa Maeda 1, 
Shiroh Tanoue 1, 
Yusuke Fujino 1, et 
al.

消化器内科

A Case of Focal Type 2 
Autoimmune Pancreatitis Mimicking 
Pancreatic Cancer: Treatment with 
Neoadjuvant Chemotherapy and 
Surgery

Intern Med. 2022 
Dec 21.

Seiichi Mawatari 1, 
Tsutomu Tamai 2, 
Kotaro Kumagai 1, et 
al.

消化器内科

Clinical Effect of Lenvatinib Re-
Administration after Transcatheter 
Arterial Chemoembolization in 
Patients with Intermediate Stage 
Hepatocellular Carcinoma

Cancers (Basel). 
2022 Dec 
13;14(24):6139.

Kotaro Kumagai 1, 
Seiichi Mawatari 1, 
Akihiro Moriuchi 2, et 
al.

消化器内科

Early-phase prothrombin time-
international normalized ratio in 
acute liver injury indicates the 
timing of therapeutic intervention 
and predicts prognostic 
improvement

Hepatol Res. 2023 
Feb;53(2):160-171.

Kayoko Kubota 1, 
Sunao Miyanaga 1, 
Noriko Iwatani 1, et 
al.

心臓血管内科

Unknown atrial septal defect was 
diagnosed during the course of 
treatment for portopulmonary 
hypertension: A case report

J Cardiol Cases. 
2022 Aug 
22;26(5):383-385.

Yuki Hamamoto 1, 
Akihiro Tokushige 2, 
Toshinori Yuasa 3, et 
al.

心臓血管内科 Author's reply
J Cardiol. 2023 
Jan;81(1):117-118.

Mitsuru Ohishi 1 心臓血管内科
Can pulse transit time-estimated 
blood pressure become a savior for 
blood pressure research?

Hypertens Res. 2022 
Jun;45(6):1070-
1071.

Mitsuru Ohishi 1 心臓血管内科
Sacubitril/valsartan-A new weapon 
for fighting the hypertension 
paradox

Hypertens Res. 2022 
May;45(5):915-916.
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14 Original Article

15 Original Article

16 Original Article

17 Original Article

18 Original Article

19 Original Article

20 Original Article

　小計7件

Yota Kawasaki 1, 
Yoichi Yamasaki, 
Yuto Hozaka, et al.

消化器外科
Surgical Stress Evaluation of Left 
Lateral Sectionectomy Based on 
Skeletal Muscle Catabolism

Surg Laparosc 
Endosc Percutan 
Tech. 2022 Aug 
1;32(4):435-440.

Ken Sasaki 1, Yusuke 
Tsuruda 2, Masataka 
Shimonosono 2, et al.

消化器外科

A comparison of the surgical 
invasiveness and short-term 
outcomes between thoracoscopic 
and pneumatic mediastinoscopic 
esophagectomy for esophageal 
cancer

Surg Today. 2022 
Dec;52(12):1759-
1765.

Ken Sasaki 1, Yusuke 
Tsuruda 2, Masataka 
Shimonosono 2, et al.

消化器外科

Additional Effects of Docetaxel on 
Neoadjuvant Radiotherapy With 
Cisplatin/5-Fluorouracil for 
Esophageal Squamous Cell 
Carcinoma

Anticancer Res. 
2022 
Aug;42(8):3905-
3911.

Masataka 
Shimonosono 1, Ken 
Sasaki 2, Yusuke 
Tsuruda 1, et al.

消化器外科

Clinical Outcome After 
Esophagectomy or Definitive 
Chemoradiotherapy in Elderly 
Patients (≥80 Years) With 
Esophageal Cancer

Anticancer Res. 
2022 
Aug;42(8):3953-
3961.

Yuki Hamada 1, 
Kiyonori Tanoue 1, 
Yoshiaki Kita 1, et al.

消化器外科

Vascular endothelial growth factor 
inhibitors promote antitumor 
responses via tumor 
microenvironment 
immunosuppression in advanced 
colorectal cancer

Scand J 
Gastroenterol. 2023 
Mar 29;1-12.

Ryutaro Yasudome 1, 
Naohiko Seki 2, 
Shunichi Asai 2, et al.

消化器外科

Molecular Pathogenesis of 
Colorectal Cancer: Impact of 
Oncogenic Targets Regulated by 
Tumor Suppressive miR-139-3p

Int J Mol Sci. 2022 
Oct 1;23(19):11616.

Hidehito Maeda 1, 
Fumisato Sasaki 2, 
Masayuki Kabayama 
1, et al.

消化器内科

Efficacy of endoscopic 
ultrasonography in evaluating 
tumor thickness in patients with 
superficial pharyngeal carcinoma: A 
pilot study

Auris Nasus Larynx. 
2022 Jun;49(3):495-
503.
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21 Original Article

22 Original Article

23 Case report

24 Original Article

25 Original Article

26 Original Article

27 Original Article

　小計7件

Masahiro Ando 1, 
Yujiro Higuchi 1, 
Junhui Yuan 1, et al.

脳神経内科
Novel heterozygous variants of 
SLC12A6 in Japanese families with 
Charcot-Marie-Tooth disease

Ann Clin Transl 
Neurol. 2022 
Jul;9(7):902-911.

Masahiro Ando 1, 
Yujiro Higuchi 1, 
Junhui H Yuan 1, et 
al.

脳神経内科
Genetic and clinical features of 
cerebellar ataxia with RFC1 
biallelic repeat expansions in Japan

Front Neurol. 2022 
Aug 10;13:952493.

Masahiro Ando 1, 
Yujiro Higuchi 1, 
Jun-Hui Yuan 1, et 
al.

脳神経内科

Novel de novo POLR3B mutations 
responsible for demyelinating 
Charcot-Marie-Tooth disease in 
Japan

Ann Clin Transl 
Neurol. 2022 
May;9(5):747-755.

Kosuke Fukuda 1, 
Takaaki Arigami 2, 
Koki Tokuda 3, et al.

消化器外科

Successful conversion surgery for 
stage IV gastric cancer with liver 
metastases after second-line 
chemotherapy with ramucirumab 
and paclitaxel: a case report

Surg Case Rep. 2022 
Apr 1;8(1):58.

Ryusei Nagata 1, Eiji 
Matsuura 1, Satoshi 
Nozuma 1, et al.

脳神経内科

Anti-ganglionic acetylcholine 
receptor antibodies in functional 
neurological symptom 
disorder/conversion disorder

Front Neurol. 2023 
Feb 13;14:1137958.

Hiroshi Kurahara 1, 
Yuko Mataki 2, 
Tetsuya Idichi 2, et 
al.

消化器外科
Spread of lymph node metastasis 
and adjuvant therapy for distal 
cholangiocarcinoma

Int J Clin Oncol. 
2022 Jul;27(7):1212-
1221.

Takaaki Arigami 1, 
Daisuke Matsushita 2,
 Keishi Okubo 2, et 
al.

消化器外科

A prognostic scoring system for 
conversion surgery after 
trastuzumab-based chemotherapy 
for human epidermal growth factor 
receptor 2-positive advanced 
gastric cancer

Surg Today. 2022 
Dec;52(12):1721-
1730.
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28 Original Article

29 Original Article

30 Original Article

31 Original Article

32 Original Article

33 Original Article

34 Original Article

　小計7件

Nayuta Higa 1, 
Toshiaki Akahane 2, 
Seiya Yokoyama 2, et 
al.

脳神経外科

Prognostic impact of PDGFRA 
gain/amplification and MGMT 
promoter methylation status in 
patients with IDH wild-type 
glioblastoma

Neurooncol Adv. 
2022 Jun 
21;4(1):vdac097.

Nayuta Higa 1, 
Toshiaki Akahane 2 
3, Seiya Yokoyama 2, 
et al.

脳神経外科

Molecular Genetic Profile of 300 
Japanese Patients with Diffuse 
Gliomas Using a Glioma-tailored 
Gene Panel

Neurol Med Chir 
(Tokyo). 2022 Sep 
15;62(9):391-399.

Yu Hiramatsu 1, Yuji 
Okamoto 1 2, Akiko 
Yoshimura 1, et al.

脳神経内科

Complex hereditary peripheral 
neuropathies caused by novel 
variants in mitochondrial-related 
nuclear genes

J Neurol. 2022 
Aug;269(8):4129-
4140.

Nayuta Higa 1, 
Toshiaki Akahane 2 
3, Taiji Hamada 2, et 
al.

脳神経外科

Distribution and favorable 
prognostic implication of genomic 
EGFR alterations in IDH-wildtype 
glioblastoma

Cancer Med. 2023 
Jan;12(1):49-60.

Satoshi Nozuma 1, 
Eiji Matsuura 1, 
Yuichi Tashiro 1, et 
al.

脳神経内科
Efficacy of l-Arginine treatment in 
patients with HTLV-1-associated 
neurological disease

Ann Clin Transl 
Neurol. 2023 
Feb;10(2):237-245.

Masahiro Ando 1, 
Yujiro Higuchi 1, Yuji 
Okamoto 1, et al.

脳神経内科
An NEFH founder mutation causes 
broad phenotypic spectrum in 
multiple Japanese families

J Hum Genet. 2022 
Jul;67(7):399-403.

Masahiro Ando 1, 
Yujiro Higuchi 1, 
Junhui Yuan 1, et al.

脳神経内科

Comprehensive Genetic Analyses of 
Inherited Peripheral Neuropathies 
in Japan: Making Early Diagnosis 
Possible

Biomedicines. 2022 
Jun 29;10(7):1546.
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35 Original Article

36 Original Article

37 Original Article

38 Original Article

39 Review

40 Original Article

41 Original Article

　小計7件

Zhe-Wu Jin 1, 
Masaya Aoki 2, 
Kazuhiro Ueda 2, et 
al.

呼吸器外科

Human lymph node degeneration in 
the thoracic region: A 
morphometric and 
immunohistochemical analysis using 
surgically obtained specimens

Front Physiol. 2022 
Sep 14;13:990801.

Takahiro Matsuyama 
1, Hiromi Matsuyama 
1, Yoichi Dotake 1, et 
al.

呼吸器内科
The Therapeutic Potential for 
Targeting Group 2 Innate 
Lymphoid Cells in Asthma

Front Immunol. 2022 
Jul 13;13:930862.

Masaya Aoki 1, 
Kazuhiro Ueda 1, Go 
Kamimura 1, et al.

呼吸器外科
Clinical significance of ALKBH4 
expression in non-small cell lung 
cancer

Transl Cancer Res. 
2022 Jul;11(7):2040-
2049.

Takahiro Matsuyama 
1, Kentaro Machida 
1, Asako Hamu 1, et 
al.

呼吸器内科
Effects of instructional materials on 
the proper techniques of inhaler 
device use

Respir Investig. 2022 
Sep;60(5):633-639.

Kengo Tanigawa 1, 
Shunsuke Misono 1, 
Keiko Mizuno 1, et 
al.

呼吸器内科

MicroRNA signature of small-cell 
lung cancer after treatment failure: 
impact on oncogenic targets by 
miR-30a-3p control

Mol Oncol. 2023 
Feb;17(2):328-343. 
doi: 10.

Ryutaro Makino 1 2, 
Shingo Fujio 3 4, 
Tomoko Hanada 1 2, 
et al.

脳神経外科

Delayed postoperative 
hyponatremia in patients with 
acromegaly: incidence and 
predictive factors

Pituitary. 2023 
Feb;26(1):42-50.

Kiyotaka Kondo 1, 
Yoichiro Harada 2, 
Miyako Nakano 3, et 
al.

呼吸器内科

Identification of distinct N-
glycosylation patterns on 
extracellular vesicles from small-
cell and non-small-cell lung cancer 
cells

J Biol Chem. 2022 
Jun;298(6):101950.
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43 Original Article

44 Original Article

45 Original Article

46 Review

47 Original Article
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　小計7件

Makoto Yoshimitsu 1,
 Kiyoshi Ando 2, 
Takashi Ishida 3, et 
al.

血液・膠原病内科

Oral histone deacetylase inhibitor 
HBI-8000 (tucidinostat) in 
Japanese patients with relapsed or 
refractory non-Hodgkin's 
lymphoma: phase I safety and 
efficacy

Jpn J Clin Oncol. 
2022 Sep 
18;52(9):1014-1020.

Junpei Kawamura 1, 
Kentaro Ueno 1, 
Yoshihiro Takahashi 
1, et al.

小児科

Usefulness of Three-Dimensional 
Transthoracic Echocardiographic 
Planimetry in a 4-Month-Old Infant 
with Comorbid Aortic Stenosis and 
Coarctation of the Aorta 
Complicated with Low Left 
Ventricular Ejection Fraction

CASE (Phila). 2022 
Jul 2;6(7):324-329.

Hirofumi Yoshino 1, 
Shuichi Tatarano 2, 
Motoki Tamai 2, et al.

泌尿器科

Exosomal microRNA-1 and 
MYO15A as a target for therapy 
and diagnosis in renal cell 
carcinoma

Biochem Biophys Res 
Commun. 2022 Nov 
19;630:71-76.

Kenji Ishitsuka 血液・膠原病内科

Prognostic indices for peripheral T-
cell lymphoma - not otherwise 
specified and adult T-cell 
leukemia/lymphoma: From past to 
future

J Clin Exp Hematop. 
2023 Mar 
28;63(1):1-11.

Haruka Amitani 1 2, 
Shigeki Chiba 3, 
Marie Amitani 4 5, et 
al.

心身医療科
Impact of Ninjin'yoeito on frailty 
and short life in klotho-
hypomorphic (kl/kl) mice

Front Pharmacol. 
2022 Oct 
24;13:973897.

Shuichi Tatarano 1, 
Akihiko Mitsuke 1, 
Takashi Sakaguchi 1, 
et al.

泌尿器科
Laparoscopic Surgery for 
Pheochromocytoma in Hemodialysis 
Patients

Int J Nephrol. 2022 
Jul 
21;2022:3060647.

Marie Amitani 1 2, 
Haruka Amitani 3, 
Tetsuhiro Owaki 1 2, 
et al.

心身医療科

The Effect of Mindfulness Yoga in 
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(注) 1

2

3

4

5

6

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するも
のと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、
合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めな
い）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたもの
に限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同
一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象
に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.
とする。
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筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

向原　公介、曽我　欣
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侵襲心臓血管外科治療

日本臨牀.80(7): 
1153-1158, 2022.7

上原　翔平、　佐々木　
文郷、　前田　英仁、
他

消化器内科

鹿児島県における内視鏡的粘膜下
層剥離術を施行したバレット食道腺
癌患者の経時的変化も含めた臨床
背景と治療成績の検討

日本消化管学会雑
誌 2022. Sep 
6(1):28-35

児島　一成、　佐々木　
文郷、　樺山　雅之、
他

消化器内科
腸管重複症と腔内憩室の鑑別が困
難だった腺腫を伴う十二指腸隆起
病変の1例

日本消化器内視鏡
学会雑誌　2022 Apr; 
64(4): 1011-1017

中嶋　太極、 盛　真
一郎、 田辺　寛、他

消化器外科
集学的治療を行い二期的に根治切
除し得た同時性肝転移を伴う局所
進行直腸癌の1 例

癌と化学療法(0385-
0684)50巻3号 
Page372-
374(2023.03)

比嘉　那優大、吉本　
幸司

脳神経外科 良性脳腫瘍の病理と遺伝子異常
臨床検査 2022 6月; 
66:742-746

藤尾　信吾、花谷　亮
典

脳神経外科 神経内視鏡手術
脳神経外科速報 
2022 7月;32:523-
529

（様式第3）
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性腫瘍 1)下垂体腫瘍

月刊腫瘍内科 2022 
11月;30:492-498

花田　朋子、藤尾　信
吾、米永　理法、他

脳神経外科
傍鞍部に発生した傍神経節腫の一
例

日本内分泌学会雑
誌　第 32 回 日本間
脳下垂体腫瘍学会 
Proceeding 2022 8
月;98:63-65

藤尾　信吾、花谷　亮
典

脳神経外科

堀切　陽祐、 川出　
茂、 山神　大、他

糖尿病・内分泌内科
ゴナドトロピン産生下垂体腫瘍の手
術前後における内科的考察

日本内分泌学会雑
誌(0029-0661)98巻2
号 Page552(2022.10)

大迫　洋一、　有馬　
純矢、　川越　真理、
他

泌尿器科
高位膀胱切開にて摘出した膀胱尿
道異物の1例

泌尿器外
科.2022.06.35:537-
540.

坂口　大、 鑪野　秀
一、 楢木　伴直、他

泌尿器科
腎移植後にロボット支援下膀胱全
摘術および回腸導管造設術を施行
した1例

日本臨床腎移植学
会雑
誌.2022.12.10:229-
231.

小代　彩　太崎　友紀
子、　内田　那津子、
他

血液・膠原病内科

チロシンキナーゼ阻害薬中断後の
分子遺伝学的再燃に対してイン
ターフェロンαを投与し出産し得た
慢性骨髄性白血病

臨床血液　(0485-
1439)64巻2号 
Page102-
106(2023.02)

石塚　賢治 血液・膠原病内科
医学と医療の最前線成人T細胞白
血病・リンパ腫の診療

日本内科学会雑誌　
112巻1号 Page89-
93(2023.01)
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長期的な治療戦略　Hirschsprung
病

小児内科(0385-
6305)55巻3号 
Page385-
389(2023.03)

家入　里志、　菱木　
知郎、　古村　眞、他

小児外科

外科系新専門医制度の現状,課題
そして展望　外科系新専門医制度
におけるサブスペシャルティとして
の小児外科専門医の役割と今後の
課題

日本外科学会雑誌
(0301-4894)123巻6
号 Page614-
617(2022.11)

大西　峻、　桝屋　隆
太、　西田　ななこ、他

小児外科
【小児外科を取り巻く最新テクノロ
ジー】蛍光ナビゲーション画像誘導

小児外科(0385-
6313)54巻10号 
Page982-
988(2022.10)

大西　峻、　村上　雅
一、　春松　敏夫、他

小児外科

手術手技　細径と破格を克服する
小児先天性胆道拡張症の安全・確
実な胆道再建　乳児から成人体格
まで包含する手技の確立

手術(0037-4423)76
巻11号 Page1735-
1742(2022.10)

家入　里志、　村上　
雅一、　杉田　光士
郎、他

小児外科
胎児・新生児・小児用デバイス開発
の動向

日本コンピュータ外
科学会誌(1344-
9486)24巻3号 
Page191-
194(2022.09)

春松　敏夫、　西田　
ななこ、　長野　綾香、
他

小児外科

【高位・中間位鎖肛手術術式の成
績と問題点アップデート】肛門挙筋
群を温存した術後排便機能の経時
的推移の比較検討　特に男児に対
する仙骨会陰式とmodified PSARP
での経時的推移の比較

小児外科(0385-
6313)54巻7号 
Page703-
707(2022.07)

祁答院　千寛　春松　
敏夫、　矢野　圭輔、
他

小児外科
外傷性膵損傷後の膵仮性嚢胞に対
し腹腔鏡下嚢胞開窓ドレナージが
奏功した1例

日本小児外科学会
雑誌(0288-609X)58
巻4号 Page734-
739(2022.06)
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村上　雅一、　祁答院　
千寛、　杉田　光士
郎、他

小児外科
【小児の便秘:最近の知見】重症心
身障碍児と便秘症

小児外科(0385-
6313)54巻4号 
Page376-
380(2022.04)

大西　峻、　武藤　
充、　西田　ななこ、他

小児外科
【withコロナの小児医療の変化】地
方在住医師にとっての学会参加

小児外科(0385-
6313)54巻6号 
Page626-
630(2022.06)

小林　裕明 産科、婦人科
ロボット支援傍大動脈リンパ節郭清　
knack & pitfall

産婦人科の進歩
(0370-8446)74巻2号 
Page250(2022.05)

戸上　真一、小林　裕
明

産科、婦人科
子宮頸がんに対するセンチネルパ
ネル節生検

産婦人科の実際　
(0558-4728)71巻6号 
Page581-
585(2022.06)

小林　裕明 産科、婦人科
My operation journeyそれぞれの手
術から伝えたいこと

産婦人科手術(0915-
8375)33号 
Page123(2022.06)

酒瀬川　琢、 内田　
那津子、 折田　有
史、他

産科、婦人科
血精液症は受精卵や妊娠成績に影
響するか?

日本生殖医学会雑
誌(1881-0098)67巻4
号 Page394(2022.10)

新原　有一朗、 崎濱　
ミカ、 唐木田　智子、
他

産科、婦人科
月経異常・卵巣腫大を契機に診断
されたFSH産生下垂体腺腫の1例

日本女性医学学会
雑誌(2185-8861)30
巻1号 
Page133(2022.10)
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唐木田　智子、 崎濱　
ミカ、 新原　有一朗、
他

産科、婦人科

更年期手指関節症に対するホルモ
ン補充療法(Hormone replacement 
therapy:HRT)の有効性についての
検討

日本女性医学学会
雑誌(2185-8861)30
巻1号 
Page86(2022.10)

河村　一郎　山元　拓
哉　冨永　博之、他

整形外科・リウマチ外科
思春期特発性側弯症Lenke type 
1A-R におけるdistal adding-on と
椎体回旋の関連

J. Spine Res. 13: 
1265-1270, 2022.12

藤井　一恭 皮膚科
【皮膚リンパ腫の病態、診断と治療】
疫学調査からわかる本邦の皮膚リン
パ腫

皮膚科の臨床.2022 
Apr;64:976-84

金蔵　拓郎 皮膚科
【好中球が関わる皮膚疾患update】
顆粒球単球吸着除去療法の実態

Derma.2022 Jul 
324:81-8

東　裕子 皮膚科
壊疽性膿皮症に対する顆粒球吸着
除去療法

皮膚科.2022 
Nov;2:650-4

吉崎　愛、 指宿　敦
子、 馬場　直子、他

皮膚科
子宮体癌の治療後に症状が軽快し
たparaneoplastic acral vascular 
syndromeの1例

西日本皮膚科(0386-
9784)84巻3号 
Page278(2022.06)

濱田　拓人、中澤　祐
則、寺﨑　寛人、他

眼科
両眼に重篤な眼所見を呈し視力予
後が不良であった猫ひっかき病の1
例

臨床眼科
(2022.04)76巻4号 
Page449-456

36/10



35 Others

36 Case report

37 Review

38 Others

39 Case report

40 Review

41 Case report

　小計7件

中澤　祐則 眼科
Clinical Challenge 左眼の視野異常
と視力低下をきたした1例

臨床眼科
(2022.04)76巻4号
Page409-411

野元　翔平、上笹貫　
太郎、田畑　和宏、他

眼科 上眼瞼Merkel細胞癌の1例
臨床眼科
(2022.05)76巻5号 
Page597-602

中澤　祐則 眼科
昨今の神経眼科の話題-神経眼科
の進歩 1 視神経疾患

眼科(2022.07)64巻7
号Page607-612

中尾　久美子 眼科
Clinical Challenge黄斑部に白色病
変を呈した症例

臨床眼科
(2022.07)76巻7号 
Page877-880

市來　美沙紀、あべ松　
徳子、中尾　久美子、
他

眼科
新型コロナウイルスワクチン接種後
に両眼性のぶどう膜炎を発症した1
例

臨床眼科
(2022.08)76巻8号 
Page1055-1063

寺﨑　寛人、坂本　泰
二

眼科
【抗VEGF薬の最新情報】ファリシマ
ブ

眼科(2022.10)64巻
10号 Page947-955

藤原　和樹、寺﨑　寛
人、古江　惠理、他

眼科
悪性黒色腫に対するダブラフェニ
ブ・トラメチニブ併用療法中に脈絡
膜新生血管を生じた1例

臨床眼科
(2022.10)76巻10号 
Page1372-1379
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中尾　久美子 眼科
眼疾患を起こすウイルスたちを知る 
HTLV-1

臨床眼科
(2022.11)76巻12号 
Page1564-1568

中澤　祐則 眼科
視神経炎診療のブレークスルー病
態理解から新規治療まで

臨床眼科
(2023.02)77巻2号
Page182-186

川畠　雅樹、田淵　み
な子、山下　勝

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 咽頭痛を主訴とした無顆粒球症例
耳鼻咽喉科臨床
2022 Aug;115:650-1

山下　薫、　四道　瑠
美、　祐德　美耀子、
他

歯科麻酔科
歯科治療恐怖症を有する化学物質
過敏症患者における静脈内鎮静法
による全身管理経験

日歯麻誌, 2023, Jan; 
51(1): 4-6(オンライ
ン)

下堂薗　恵 リハビリテーション科
脳卒中片麻痺に対する促通反復療
法とロボットリハビリテーション

脳神経外科ジャーナ
ル31（12）771-
776,2022.12

山口　泰平、小幡　純
子、森　和代、他

口腔保健科
造血器悪性腫瘍患者の好中球減
少時に発症した口腔常在菌による
血流感染と口腔管理方法の検討

口腔ケア学会雑誌
2023 Feb、17（2）

山形　勁太、丸谷　佳
菜子、大牟禮　治人、
他

矯正歯科

上顎左側第一大臼歯を抜去し上顎
左側第二，第三大臼歯の近心移動
を行った前歯部開咬を伴う骨格性
Ⅱ級症例

九州矯正歯科学会
誌．2022 
Dec;18(1):37-41
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才ノ木　みなみ、八木　
孝和、楠元　淳也、他

矯正歯科
顎口腔機能の改善が認められた顔
面非対称を有する骨格性I級ハイア
ングル症例

Clinical and 
Investigative 
Orthodontics-
Japanese Edition 
2022 Sep;81(2):85-
92

上之段　麻美、村原　
貞昭、柳田　廣明、他

冠・ブリッジ科
多目的プライマーが金銀パラジウム
合金および純チタンに対するレジン
セメントの接着強さにおよぼす影響

接着歯学. 2022 Dec; 
40: 2-6

櫻井　智章、小野　草
太、宮田　春香、他

義歯インプラント科
鹿児島大学口腔インプラント専門外
来における過去８年間のインプラン
ト治療の後ろ向き研究

南九州歯誌 
2022.9.9; 3（1）:25-
31．

末廣　史雄 義歯インプラント科
上下顎遊離端欠損に対してインプ
ラント治療を行い咀嚼障害を改善し
た症例

日本補綴歯科学会
誌 2022年9月27日; 
15（1）:137-40．

後藤　雄一、　今村　
晴幸、　坂元　亮一、
他

口腔外科
全頸部郭清後に生じた片側乳糜胸
に対する保存治療を行った1例

日本口腔腫瘍学会
雑誌 2022年9月 34 
巻 3 号

杉田　光士郎、　武藤　
充、　家入　里志

救命救急センター

【191の疑問に答える　周産期の栄
養】小児科編Q&A　ハイリスク
(Question 61)　IFALDについて教え
てください。

周産期医学(0386-
9881)52巻増刊 
Page469-
471(2022.11)

濱田　朋紀、 瀧　つ
ばき、 永野　大河、他

周産母子センター
運針が安全で抜糸が不要な腹式頸
管縫縮術の試み

産婦人科手術(0915-
8375)33号 
Page138(2022.06)
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濱田　朋紀、 小林　
裕明

周産母子センター

失敗から学ぶ手術におけるわれわ
れの取組みやコツ開腹、腟式運針
が安全で抜糸が不要な腹式頸管縫
縮術の試み

産婦人科手術(0915-
8375)33号 Page19-
23(2022.06)

内田　那津子、 沖　
利通、 酒瀬川　琢、
他

周産母子センター
流産分娩後の動静脈奇形への対応
と文献的考察

日本生殖医学会雑
誌(1881-0098)67巻4
号 Page420(2022.10)

谷本　昭英、横山　勢
也、霧島　茉莉

病理部
（病理診断科）

【マイクロバイオームが切り拓く肝胆
膵の新未来】胆道疾患　胆汁中細
菌叢と膵胆道癌

肝胆膵(0389-
4991)86巻3号 
Page363-
367(2023.03)

田崎　貴嗣、霧島　茉
莉、北薗　育美、他

病理部
（病理診断科）

胸部大動脈瘤を呈した巨細胞性動
脈炎の1例

診断病理(1345-
6431)40巻1号 
Page91-95(2023.01)

谷本　昭英
病理部

（病理診断科）

【中枢神経系腫瘍の病理II】病理診
断　サポート　脳腫瘍のがんゲノム
医療　カスタムがん遺伝子パネルに
よる統合分子診断

病理と臨床(0287-
3745)41巻2号 
Page0153-
0161(2023.02)

北薗　育美、霧島　茉
莉、田崎　　貴嗣、他

病理部
（病理診断科）

FDG-PET高集積を示した遺残副腎
由来のOncocytomaの1例

診断病理(1345-
6431)39巻4号 
Page319-
325(2022.10)

窪田　恵美、宿里　亜
李沙、岩切　かおり、
他

病理部
（病理診断科）

乳腺転移を来した膵solid-
pseudopapillary neoplasmの1例

日本臨床細胞学会
九州連合会雑誌
(0912-6600)53巻 
Page79-82(2022.07)
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(注) 1

2

竹元　明子、徳丸　季
聡、熊谷　聡美、他

栄養管理部

入院支援部門における管理栄養士
の配置有無と最適な病院食提供と
の関連を検討する多施設共同後ろ
向きコホート研究

日本病態栄養学会
誌 Vol.25No.3　2022 
Sep：257-261

城之下　唯子、河村　
健太郎、比嘉　那優
大、他

臨床技術部（リハビリテーション
部門）

大脳基底核部ジャーミノーマによる
上肢麻痺例への作業療法の経験

総合リハビリテーショ
ン50(5):503-
508,2022.05

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断さ
れる主なものを記入すること。

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。

豊栄　峻、松元　秀
次、松原　貴哉、他

臨床技術部
（リハビリテーション部門）

母指に限局した運動麻痺に対して
持続的神経筋電気刺激下の促通
反復療法を実施した脳卒中急性期
の一例

作業療法 41 
(5):602-609,2022.10

神之田　理恵、渡邉　
温子、松尾　美樹、他

臨床技術部
（歯科部門・歯科衛生）

歯科診療用ユニット給水系中の微
生物汚染に関する検討

環境感染誌. 2022 
Sept; Vol. 37 no. 
5:183-189
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(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

倫理委員会設置者の責務、倫理委員会の役割・責務、倫理委員会の構成・業務・運営、 
記録の保存、調査・審議の受託、外部倫理審査委員会の利用、守秘義務等 
 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 12 回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

目的、定義、委員会の設置、申告書の提出、指導等、異議申立て、情報開示等 
 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 
年 12 回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 1 回 

 ・研修の主な内容 

１．臨床研究管理センターのウェブサイトでe-ラーニング(ICR Web)による受講を実施した。 
  ※主な講座：臨床研究の基礎知識講座（旧 臨床研究入門初級編） 
 
  ２．生命科学・医学系研究講習会を開催した。 
 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

 
 医師として共通に求められている基礎的知識、技術、マナー等の修得を目指したいわゆる初期
臨床研修（２年間）を修了した医師は、その後も引き続き研修を行うことになるが、（各診療科
により異なるが通算して概ね５～６年の研修期間）その間、各科の指導医のもと入院患者及び外
来患者の診療に従事するとともに、症例検討会、抄読会並びに種々のカンファレンス等に参加し、
より一層の研鑽を行う。併せて地域のメディカルセンターとしてより先端的な医療の開発、研究
を行っている本学での研修では、それぞれの専門的で高度な知識と技術の修得が出来る。 
 また、それぞれの科の標榜するための条件となる各科関連学会の定める専門医、認定医の資格
取得のための指導体制も十分に整っている。 
 その他、日進月歩の医学の世界において医師の生涯学習の観点から、地域の病院との連携を促
進し地域医療の発展に寄与することを目的とした「研修登録医」制度を設け、本学大学病院にお
いて病棟回診、症例検討会その他の研究会並びに患者の診療等に参加することを通じて、先端的
な知識や技術を修得するために１年間の研修を行っている。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数        １８８ 人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

大石  充 心臓血管内科 部門科長 ３３年  

曽我 欣治 心臓血管外科 部門科長 ３２年  

井戸 章雄 消化器内科 部門科長 ３９年  

大塚 隆生 消化器外科 部門科長 ２８年  

髙嶋  博 脳神経内科 部門科長 ３３年  

花谷 亮典 脳神経外科 部門科長 ３３年  

井上 博雅 呼吸器内科 部門科長 ３８年  

佐藤 雅美 呼吸器外科 部門科長 ４１年  

浅川 明弘 心身医療科 部門科長 ３０年  

榎田 英樹 泌尿器科 部門科長 ３１年  

石塚 賢治 血液・膠原病内科 部門科長 ３４年  

西尾 善彦 糖尿病・内分泌内科 部門科長 ３８年  

中村 雅之 神経科精神科 部門科長 ２７年  

岡本 康裕 小児科 部門科長 ３３年  

家入 里志 小児外科 部門科長 ２９年  

小林 裕明 産科、婦人科 部門科長 ３８年  

谷口  昇 整形外科・リウマチ外科 部門科長 ２８年  

金蔵 拓郎 皮膚科 部門科長 ３９年  

坂本 泰二 眼科 部門科長 ３８年  

山下  勝 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 部門科長 ２７年  

吉浦  敬 放射線科 部門科長 ３４年  

田中 達朗 顎顔面放射線科 部門科長 ２６年  



松永  明 麻酔科 部門科長 ３５年  

杉村 光隆 歯科麻酔科 部門科長 ３６年  

下堂薗 恵 リハビリテーション科 部門科長 ３４年  

於保 孝彦 口腔保健科 部門科長 ４０年  

宮脇 正一 矯正歯科 部門科長 ３４年  

山﨑 要一 小児歯科 部門科長 ４０年  

西谷 佳浩 保存科 部門科長 ２７年  

野口 和行 歯周病科 部門科長 ３７年  

南  弘之 冠・ブリッジ科 部門科長 ３３年  

西村 正宏 義歯インプラント科 部門科長 ２９年  

杉浦  剛 口腔外科 部門科長 ３２年  

中村 典史 口腔顎顔面外科 部門科長 ４１年  

橋口 照人 検査部 部長 ３６年  

垣花 泰之 
救命救急センター 

（救急科）、集中治療部 
センター長 ３６年 

 

古川 良尚 輸血・細胞治療部 部長 ３９年  

谷本 昭英 病理部、病理診断科 部長 ３５年  

田口 則宏 歯科総合診療部 部長 ２９年  

川村 英樹 感染制御部 副部長 ２３年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

  

研修の主な内容 研修の期間 実施回数 研修の参加人数 

鹿児島県母性衛生学会 2022/8/28 1回 170人 

鹿児島大学病院歯科 

インプラント研修会 
2022/4/27～2023/3/15 11回  12人 

インプラント 

カンファレンス 
2022/5/9～2023/2/27 16回   3人 

安全の知識 輸血の基礎 2022/4/20 1回  60人 

災害支援ナース向けの 

災害医療講義 
2023/1/25 1回  13人 

看護部研修 別紙「看護部年間教育実施書」のとおり 

ＭＥ機器センター研修 別紙「ME機器センター」のとおり 
 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

  

研修の主な内容 研修の期間 実施回数 研修の参加人数 

放射線取扱者教育訓練 

（動画） 
2022/6/30～2022/7/29 1回 59人 

補綴科合同連絡会 2022/4/14-～2023/3/9 11回  5人 

インプラント専門外来担

当者会議 
2022/4/18～2023/3/20 9回  3人 

看護部研修 別紙「看護部年間教育実施書」のとおり 

 

 



③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



区分 研修名 研修日時・場所 人数 一般目標 到達目標 研修方法 講師・内容 担当者

基礎研修1
安全の知識
感染管理

4月6日（水）
1G）9：45～12：05
2G）13：30～15：50

52
1.転倒・転落」に関する基本的知識を習得し、演習を通して気づきの能力を実
践できる

    2.標準予防策、手洗いが実践できる
演習

【演習】「車椅子移乗KYT」「手洗い」「標準予防策」
　　　　　 　　講師：   梅木由紀・田中久美子(教育専従）

田中

基礎研修2-①
IT研修

4月11日（月）
9：00～12:00
鶴陵会館　大ホール

52 講義

【講義】「THINK操作に関わる基本事項」「個人情報保護とセキュリティ 」
　　　　　「電子カルテ時代の診療記録」　「医療安全と質評価」
　　　　　　　 講師：　医療情報部　部長）   宇都 由美子
                              (鹿児島大学大学院医歯学総合研究科健康科学専攻
　　　　　　　　　　　　　人間環境学講座医療システム情報学　教授

田中

基礎研修2-①②
IT研修

①4月11日（月）
1G）13：10～14：30
2G）14：40～16：00
②4月12日（火）
1G）9：10～10：30
2G）10：40～12：00
3G）13：20～14：40
4G）14：50～16：10
医療情報部　操作演習室

15 演習
【演習】「THINK操作について」
              　講師： 花原 康代（医療情報部看護師）
                インストラクター：福島真紀・田中久美子・梅木由紀（教育専従）

田中

基礎研修3
＜安全の知識＞
転倒・転落予防
内服・点滴管理
薬剤の基礎
輸血

4月20日（水）
10：25～15：45
鶴陵会館　大ホール

52

1.転倒・転落に関する基本的知識を習得できる
2.与薬に関する安全管理についての知識を習得できる
3.薬剤の基礎知識を習得する
4.輸血管理の基礎知識を習得する

講義

【講義】安全の知識「内服管理・点滴管理」「転倒・転落の危険判断について」
　　　　　　　講師：　肥後昌代（医療環境安全部　GRM師長）
【講義】「薬剤の基礎：内服薬・注射薬の基礎」
　　　　　　　講師：　屋地 慶子（薬剤部副部長)
【講義】「輸血の基礎」
　　　　　　  講師：　古川 良尚（輸血・細胞治療部 部長）

田中

基礎研修4
輸液ポンプ・シリンジポンプ

4月25日（月）
1G）8：30～12：00
2G）13：15～16：45
第4講義室
総合臨床研修センター
セミナー室、演習室3・4

52
1.輸液ポンプ・シリンジポンプについての基礎知識が習得できる
2.輸液ポンプ・シリンジポンプを安全に操作できる

講義・演習

【講義】「医療機器の取り扱い、輸液ポンプ・シリンジポンプについて」
　　　　　　  講師：　中島高博（臨床工学技士）
【講義】輸液を受ける患者の看護
　　　　　　  講師：　田中久美子（教育専従）
【演習】輸液ポンプ・シリンジポンプの取り扱い
               インストラクター：　中島高博・戸高秀栄・福島栄一郎（臨床工学技士）
                                        　 早田知恵（B5部署教育ナース）
　　　　　　　　　　　　　　    　　　湯元慶考（C2部署教育ナース）
　　　　　　　　　　　　　　　    　　福島真紀・梅木由紀・田中久美子（教育専従）

田中

基礎研修5-①②
体位変換・褥瘡予防

①5月16日（月）
②5月17日（火）
8：45～9：50
1G）10：00～12：35
2G）14：10～16：45
保健学科　601講義室
基礎・成人看護学実習室

26
1.褥瘡予防に必要な体位変換やポジショニング、良肢位などの基礎的知識・
技術を習得できる
2.褥瘡計画書を、指導を受けながら立案できる

講義・演習

【講義】褥瘡予防技術　　　講師：　西帯野智代（皮膚排泄ケア認定・特定看護師）
                                        講師：　竹原沙織（皮膚排泄ケア認定看護師）
【演習】褥瘡予防・褥瘡計画書立案
　　①5/16インストラクター：
　　　・教育委員：古城邦子（B5）、肘岡奈津子（B4）　　　　　　・褥瘡対策委員：藤田大智（リハビリ）
　　　・部署教育ナース：中村由佳（C5）、野間しほこ（ICU　　　・教育専従：福島真紀・田中久美子
　　②5/17インストラクター：
　　　・教育委員：上野かおり（C5）、中野宏美（C4）
　　　・部署教育ナース：下野惠子（B8）、楠元豪（ICU）
　　　・教育専従：福島真紀・田中久美子

田中
5/16古城・肘岡
5/17上野・中野

基礎研修6
パートナーシップ・マインド
夜勤導入研修

5月25日（水）
1Ｇ）9：00～11：00
2Ｇ）12：20～14：20
3G）14：45～16：45
総合臨床研修センター　セミナー室

52

1.パートナーシップ・マインドについて説明できる
2.PNSが機能するために自身が何をすべきか説明できる
3.PNS体制のもと、自己が成長するために何が必要か考えることができる
4.夜勤業務の流れと夜間の看護ケアの特徴が分かる
5.夜勤業務時の自己の体調管理の重要性について説明できる

講義・演習

【講義】「PNSマインド」
　　　　　  講師：　山浦智美（C5　総務委員）
【演習】PNSの実際（ロールプレイ ）
　　　　　  ファシリテーター：岩下真也（C5教育委員）
　　　　　　　　　　　　　　　　 　田中久美子・福島真紀・梅木由紀（教育専従）
【講義】夜勤の心得
　　　　　  講師：　田中久美子（教育専従）

田中
岩下

基礎研修7-①②
吸引・酸素吸入

①6月2日（木）
②6月3日（金）
1G）8：30～12:15
2G）13：00～16：45
総合臨床研修センター
演習室1・2・3・4

52

1.口鼻腔吸引が演習でできる
2.閉鎖式気管内吸引が演習でできる
3.開放式気管内吸引が演習でできる
4.酸素吸入中の患者の看護について説明できる

講義・演習

【講義】酸素吸入中の患者の看護　　　講師：呼吸療法士　吉永健嗣（B4看護師）
【演習】吸引
　　①6/2インストラクター：
　　　・教育委員：重信玲子（B2）、畠中義美（B8）　　・部署教育ナース：徳留美幸（B4、）渡邊聡子（C6）
　　　・教育専従：福島真紀・田中久美子
　　②6/3インストラクター：
　　　・教育委員：齋藤元代（C2）、米澤里恵（手術部）
　　　・部署教育ナース：山口敬子（救急部）、今村千恵子（ＮＩＣＵ）
　　　・教育専従：福島真紀・田中久美子
【危険予知トレーニング】「酸素・吸引の実際」　　　 担当：教育委員・教育専従

田中
重信
畠中

基礎研修8
口腔ケア
食事介助・経管栄養

6月13日（月）
1G）8：15～12：00
2G）13：00～16：45
保健学科601校議室
基礎・成人看護学実習室

52
1.口腔ケアの基礎知識・技術を習得できる
2.食事介助の基礎知識・技術を習得できる
3.経管栄養の基礎知識・技術を習得できる

講義・演習

【講義・演習】「口腔ケア・食事介助・経管栄養について」
　　　講師：　鈴木真由美（摂食嚥下障害認定看護師）
　　　インストラクター：
　　　　・教育委員：松山真澄美（B6）、新穂ゆき枝（手術部）
　　　　・部署教育ナース：枝田志織（B2）、押川大輔（B3）、德永香織（C3）、
　　　　　　　　　　　　　　　　 鶴田祥子（C4）、上村香織（リハビリ）
　　　　・教育専従：田中久美子・福島真紀

田中
松山
新穂

医療人として必要な基礎的知識・技
術を学び、安全・安心な看護が提供
できる看護実践能力を養う

新
人

2022年度　看護部年間教育実施書

1.患者情報を扱う際の責務について説明できる
2.電子カルテを使って患者情報の閲覧を確認できる
3.e-kanja記録システムの閲覧を確認できる
4.看護記録の入力が体験できる
5.電子カルテから医師の指示の確認、閲覧操作を確認できる
6.THINK、医療安全、感染対策等の各マニュアル等を閲覧できる
7.メールや研修記録等の個人の情報ツールの操作方法について説明できる



区分 研修名 研修日時・場所 人数 一般目標 到達目標 研修方法 講師・内容 担当者

基礎研修9
看護記録（必要度含む）
接遇・コミュニケーション

6月9日（水）
8：30～16：45
鶴陵会館　大ホール

52

1.POSによる看護記録について説明できる
2.重症度、医療・看護必要度を理解し、適切に評価することができる
3.評価した内容を、看護記録に正確に記載できる
4.態度・言葉遣い・おもてなしを学ぶことで、患者と信頼関係を学ぶことができ
る

講義・演習

【講義】「POSによる看護記録」　　　　　　　　　 講師：　松田智子（B3看護記録検討・監査委員）
【講義・演習】「重症度・医療・看護必要度」　  講師：　塗木まみ（B8教育委員）
【講義・演習】「接遇マナーの基本「あいさつ」で変わるおもてなしの心」学研ナーシング
　　　　　　　　　「あなたのコミュニケーションの特徴を知ろう
　　　　　　　　　　　　　　 　～リアリティショックを和らげるためのヒント～」学研ナーシング
【研修4復習小テスト】「輸液ポンプ・シリンジポンプ」

田中
塗木

基礎研修10-①
糖尿病看護・血糖測定・静脈血採血

6月27日（月）
10：35～11：50
共通教育棟　インテリジェント室

52

1.糖尿病看護の基礎知識を習得できる
2.血糖測定、静脈血採血が安全に実施できる知識を身につけることができる
3.血糖測定を安全に実施できる
4.静脈血採血を安全に実施できる

講義
【講義】「糖尿病患者の看護」
　　　　 　講師：　井手迫和美（糖尿病看護認定看護師・医科2階外来師長）

福島

基礎研修10-①②
糖尿病看護・血糖測定・静脈血採血

①6月27日（月）
１G）13：40～16：45

②6月28日（火）
１G）8：55～12：00
2G）13：40～16：45

保健学科4階基礎・成人看護学実習
室

52 演習

【講義・演習】「血糖測定と静脈採血の実際とリスクマネジメント」
　　　講師：　田中久美子（教育専従）
　　　①6/27インストラクター：
　　　　・教育委員：山中希世美（C6）、尾上可奈子（リハビリ）　　・部署教育ナース：米倉真由美（C7）
　　　　・教育専従：田中久美子・梅木由紀
　　　②6/28インストラクター：
　　　　・教育委員：古城邦子（B5）、岩下真也（C3）、上野かおり（C5）
　　　　・部署教育ナース：前川奈那（B6）、松田智子（B7）、下野恵子（B8）
　　　　・教育専従：田中久美子・梅木由紀
【危険予知トレーニング】「採血の実際場面」、意見交換
　　　インストラクター：福島真紀（教育専従）

福島
6/27山中・尾上
6/28古城・岩下

基礎研修11
フィジカルアセスメント

10月6日（木）
1G）8：15～12：00
2G）13：00～16：45
総合臨床研修センターC棟8階
セミナー室、演習室1・2

58
1.フィジカルアセスメントに関する基本的知識を習得できる
2.フィジカルアセスメントの基本技術が習得できる
3.グループワークで事例のフィジカルアセスメントを実施できる

講義・演習

【講義】「フィジカルアセスメントの基礎知識」
            講師：　山下　浩美（集中ケア認定看護師）
【演習】「事例を用いたフィジカルアセスメントの実際」
     　　   講師：　山下　浩美（集中ケア認定看護師）
【演習】意識レベルの把握、対光反射の確認
　　　　　  講師：水迫友和（脳卒中リハビリテーション看護認定看護師）
インストラクター：塗木まみ（C7教育委員）、田中久美子・福島真紀（教育専従）

福島
塗木

基礎研修12
ストレス・マネジメント

7月4日（月）12：50～16：45
鶴陵会館　大ホール

52 1.心の健康とストレスについて理解し、対応についても理解できる 講義・演習
【講義】「ストレス・マネジメント」
            講師：山下亜矢子（鹿児島大学医学部保健学科　地域包括看護学　教授）

福島

基礎研修13-①
静脈注射・筋肉注射・皮下注射

8月24日（水）8：30～11：50 52

1.静脈注射・皮下注射・筋肉注射を実施する上で必要な解剖整理について説
明できる
2.注射を実施する上で必要なアセスメントについて説明できる
3.安全に静脈内注射・皮下注射・筋肉注射が演習で実施できる

講義

【講義】「注射に関する解剖生理」　　　　　　　　　講師：畠中慈美（B8教育委員）
【講義】「注射に関する看護師のアセスメント」　 講師：齋藤元代（C2教育委員）
【講義】「注射に関連する取り決め事項」 　　　　 講師：福島真紀（教育専従）
【危険予知トレーニング】「注射」　　　　　　　　　　講師：福島真紀（教育専従）

福島

基礎研修13-①②
静脈注射・筋肉注射・皮下注射

①8月24日（水）
1G）13：00～16：45

②8月25日（木）
2G）8：10～11：55
3G）13：00～16：45

52 演習

【演習】「静脈内注射・筋肉注射・皮下注射」
　　　①8/24インストラクター：
　　　　・教育委員：斎藤元代（C2）、松山眞奈美（B6
        ・部署教育ナース：枝田志織（B2）、松田智子（B7）
　　　　・教育専従：田中久美子・福島真紀
　　　②8/25インストラクター：
　　　　・教育委員：肱岡奈津子（B4）、上野かおり（C5）
　　　　・部署教育ナース：德永香織（C3）、鶴田翔子（C4）、渡邊聡子（C6）、 米倉安由美（C7）
　　　　・教育専従：田中久美子・福島真紀

福島
8/24齋藤・畠中
8/25肱岡・上野

基礎研修14-①②
BLS

①10月26日（水）
1G）9：00～11：35
2G）13：10～15：45
②10月27日（木）
3G）9：00～11：35

51 1.AEDを含む一次救命処置について学び、演習の場で実践できる 講義・演習

①10/26【講義・演習】BLS講義・演習
      講師：市川善実（ICU災害支援ナース
　　　インストラクター：
　　　　・教育委員：市川善実（ICU）、山中希世美（Ｃ6）
      　・災害支援ナース：塩崎えり（B8）、泊加奈美（C7）
　　　　・保健学科教員：南綾乃、日隈利香　　　 　　 ・教育専従：田中久美子・福島真紀

②10/27【講義・演習】BLS講義・演習
       講師：西端宏平（B7災害支援ナース
　　　インストラクター：
　　　　・教育委員：古城邦子（B5）、松山真澄美（B6）
      　・災害支援ナース：西端宏平（B7）、内山綾音（救急部）
        ・保健学科教員：日隈利香　　　　　　　　　　　・教育専従：福島真紀

福島
10/26市川・山中
10/27古城・松山

看護を語る

11月8日（火）
1G）9：00～11：00
2G）12：15～14：15
3G）14：45～16：45

51
看護の楽しさ、やりがい、奥深さを実
感し、専門職者としての自覚や責任
ある行動がとれる

1.自分の嬉しかった事例や上手くいったと感じた看護体験の振り返りが出来る
2.他参加者の看護体験を共有できる
3.看護の楽しさ、やりがい、奥深さを実感できる
4.看護専門職としての姿勢や態度についての自分の課題を考えられる

発表会

【語り】自分の看護を語る「心に残る患者（看護）」
　　　　 支援者：折田美千代（B3看護師長）、濵島ゆかり（放RI看護師長）
　　　　　　　　　　髙見利恵（教育専従師長）、田中久美子（教育専従副看護師長）
                   　 福島真紀・梅木由紀（教育専従）
【講義】「ポートフォリオについて」　　　講師：　  福島真紀（教育専従）

福島
折田
濵島

医療人として必要な基礎的知識・技
術を学び、安全・安心な看護が提供
できる看護実践能力を養う

新
人



区分 研修名 研修日時・場所 人数 一般目標 到達目標 研修方法 内容 担当者

看護実践プロセスⅠ-①②

①１2月5日（月）
13：05～16：45

②１2月8日（木）
8：30～12：10

51
自己の看護実践の振り返りを行い、
問題点を明確化し、看護師・助産師
としての役割を考える

1.看護の役割を理解できる
2.看護実践プロセスを理解し、評価できる

講義・演習

【講義】「看護の視点と看護観」　　講師：内山美香（C6教育委員）
【講義】「看護過程について」  　　　講師：福島真紀（教育専従）
【演習】・事前に配布した事例の看護上の問題点・アセスメント・看護計画を立て、 看護の視点や看護
観を考える
　　　  　・自己の事例で看護計画を振り返り個別的な看護計画について考える
①12/5インストラクター：　新穂ゆき枝（Ｂ7教育委員）、田中久美子・福島真紀（教育専従）
②12/8インストラクター：　伊村奈緒子（手術部教育委員）、福島真紀・梅木由紀（教育専従）

福島
12/5新穂
12/8伊村

フィジカルアセスメントフォローアップ
2月6日（月）
1G）8：30～12：00
2G）13：00～16：30

52
医療人として必要な基礎的知識・技
術を学び、安全・安心な看護が提供
できる看護実践能力を養う

1.フィジカルアセスメント技術の振り返りが行える。
2.フィジカルアセスメントに関する知識を高め、患者の状態変化をアセスメント
することが出来る。
3.事例の状態変化時の一次評価をISBARCで報告出来る。

講義・演習
【講義・演習】「フィジカルアセスメント」
　　　　　講師：山下浩美　（集中ケア認定看護師）
　　　　　インストラクター：田中久美子・福島真紀・梅木由紀（教育専従）

福島

2年目研修
看護倫理Ⅰ

5月20日（金）
1G）9：00～12：15
２G）3：30～16：45
総合臨床研修センター　セミナー室

46
看護者が守るべき倫理を理解し、倫
理的問題解決に向けた取り組みが
実践できる

1.看護者が守るべき倫理について理解できる
2自己の看護について、看護倫理の観点から振り返ることができる
3.臨床現場における倫理問題解決に向けた取り組みについて、具体的に考え
ることができる

講義・演習

【講義】「看護倫理」　　     講師：川内美千代（倫理・教育担当　副看護部長）
【演習】「看護倫理に関する事例検討」(グループワーク）
　　　　　 ファシリテーター：川内美千代副看護部長、尾上加奈子（回復リハ教育委員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　福島真紀・梅木由紀（教育専従）

梅木
福島
尾上

2年目研修
看護実践プロセスⅠフォローアップ

7月20日（水）
1G）9：00～11：00
２G）12：15～14：15
３G）14：45～16：45
共通教育棟503講義室

45 講義・演習

【講義】「看護実践プロセスⅠの復習」　　           講師：田中久美子（教育専従）
【演習】「自己の担当患者の看護過程のリフレクション」（グループワーク）
　　　　 インストラクター：重信玲子（B2教育委員）、
　　　　　　　　　　　　　　　　田中久美子・福島真紀・梅木由紀（教育専従）

田中
重信

2年目研修：補講
看護実践プロセスⅠフォローアップ

12月26日（水）
①15：00～16：30
キャリアアップ研修室

1 講義・演習
【講義】「看護実践プロセスⅠの復習」　　           講師：田中久美子（教育専従）
【演習】「自己の担当患者の看護過程のリフレクション」
　　　　 インストラクター：田中久美子（教育専従）

田中

2年目研修
エンゼルケア-①②

①9月5日（月）②9月7日（水）
1G）9：00～12：00
2G）13：45～16：45
保健学科4階実習室（基礎）
成人看護学実習室

35
医療人として必要なエンゼルケアの
知識・技術を学び、看取りの看護が
提供できる

1.エンゼルケア・看取りの看護について基本的な知識・技術を習得できる 講義・演習

【講義】「エンゼルケア」　　　講師：田畑真由美（緩和ケア認定看護師）
【講義】「お見送りの実際」  講師：9/5　小齊平博子（NICU教育委員）、齋藤元代Ｃ２教育委員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9/7   岩下真也（C3教育委員）、尾上加奈子（回復期リハ教育委員）
【演習】モデル演習　グループワーク
　　①9/5インストラクター：小齊平博子（NICU教育委員）、齋藤元代Ｃ２教育委員）
                                  有馬美紗（B6がん看護リンクナース）、田中久美子・福島真紀（教育専従）
    ②9/7インストラクター：岩下真也（C3教育委員）、尾上加奈子（回復期リハ教育委員）
                                  脇杏奈（B5がん看護リンクナース）、江口友梨（ICUがん看護リンクナース）
　　　　　　　　　　　　　　　　　田中久美子・福島真紀（教育専従）

田中
9/5小齊平・齋藤
9/7岩下・尾上

2年目研修
挿管介助
閉鎖式吸引操作-①②

10月20日（木）、10月21日（金）
1G）9:20～12:10、
2G）13:30～16：20
臨床研修センター
セミナー室、演習室1・2・3・4

22
1.挿管介助ができる
2.閉鎖式気管内吸引ができる

講義・演習

【講義】「挿管チューブの固定方法と注意点について　」
　　　　　講師：長野考哲（手術看護認定看護師）
【演習】「挿管介助・吸引」
　　 ①10/20インストラクター：畠中滋味（Ｂ8教育委員）、今村千恵美（ＮＩＣＵ部署教育ナース）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口敬子（救急部部署教育ナース）、田中久美子（教育専従）
   　②10/21インストラクター：上野かおり（C5教育委員）、野間しほこ（ＩＣＵ部署教育ナース）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隈元豪（手術部部署教育ナース）、田中久美子（教育専従）

田中
10/20畠中
10/21上野

2年目研修
聴診・12誘導心電図
技術評価-①②

①10月31日（火）、②11月1日（火）
9：00～16：15間で、指定された受講
時間に30分づつ
総合臨床研修センター
演習室3・4

45
1.聴診器が正しく使用でき、呼吸音聴診ができる（副雑音の判別ができる）
2.12誘導心電図の電極が正しく装着できる（波形がわかる）

技術評価
【技術評価】「呼吸音聴診 ・12誘導心電図装着」
　　　担当：①10/31）徳留美由紀（B4部署教育ナース）、福島真紀（教育専従）
　　　　　　　②11/1）　早田知穂（B5部署教育ナース）、梅木由紀（教育専従）

田中

2年目研修
人工呼吸器管理-①②

①11月14日（月）12:45～16：45
②11月15日（火）12:45～16：45
総合臨床研修センター
セミナー室、演習室3・4

45
1.人工呼吸器に関する基礎知識を習得できる
2.人工呼吸器装着患者の看護について理解できる
3.人工呼吸器装着中の安全対策について考えることができる

講義・演習

【講義】「人工呼吸器の基礎」 　　　　       　　 講師：中島高博（臨床工学技士）
【講義】「人工呼吸器装着中の患者の看護」 　講師：市川善実（特定看護師）
【演習】「人工呼吸器操作」　　　　　　　　　　　　インストラクター：徳田秀仁・新地晃也（臨床工学技士）
【講義・演習】「人工呼吸器関連のインシデント・カニューレに関するインシデントについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：①11/14山中希世美（C6教育委員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②11/15田中久美子（教育専従）

田中
11/14山中
11/15齋藤

2年目研修-　補講
挿管介助・閉鎖式吸引
人工呼吸器

2023年2月16日（木）14：00～16：15
総合臨床研修センター演習3・4室

1
1.挿管介助ができる
2.閉鎖式気管内吸引ができる
3.人工呼吸器装着中の安全対策について考えることができる

講義・演習

【講義】「挿管チューブの固定方法と注意点について　」：録画
　　　　　講師：長野考哲（手術看護認定看護師）
【演習】「挿管介助・吸引」
　　      インストラクター：田中久美子（教育専従）

田中

2年目研修
看護を語る-①②

①2023年2月14日（火）
　　　　　 14：35～16：30
②2023年3月8日（水）
　　　1G）12：15～14：10
　　　2G）14：35～16：30
総合臨床研修センターセミナー室

45
専門職としての自覚や責任ある行動
がとれる

1.自分が看護のやりがいや奥深さを感じた看護実践の振り返りができる
2.他参加者との看護体験の共有を通して、自分の看護について考える事がで
きる
3.2年目看護専門職としての姿勢や態度についての自己の課題を考える

発表会

【語り】「心に残る看護」
　　　　　・2年目となり、患者への看護実践のなかで気づいた思いや考え、大事なことについて
　　　　　　1人5分程度
　　　　  ・グループメンバーと語られた看護のテーマについてディスカッション」
　　　　　 支援者：①2/14）塗木まみ（C7教育委員）
　　　　　　　　　　　②3/8）  山中希世美（C6教育委員）
　　　　　　　　　　   ①②田中久美子・ 福島真紀・梅木由紀（教育専従）

田中
2/14塗木
3/8山中

新
人

2
0
2
1
年
度
採
用
者

（
卒
後
2
年
目

）

看護過程の展開における自己の課
題を明確にし、看護実践を考える

1.自己の看護実践を振り返ることができる
2.様々な気付きや知識、経験を共有し、事例を深く理解することができる

医療人として必要な基礎的知識・技
術を学び、安全・安心な看護が提供
できる看護実践能力を養う



区分 研修名 研修日時・場所 人数 一般目標 到達目標 研修方法 内容 担当者

地域施設見学事前学習研修
2月17日（金）
9：00～16：00
鶴陵会館　中・小ホール

31

1.障害を残し、地域・在宅で暮らす患
者･家族への看護介入の状況が分
かる
2.地域の患者・サービス利用者を取
り巻く地域包括ケア体制や他職種協
働を理解する

1.地域における社会資源に関する知識を得て、地域医療に関する理解を深め
ることができる
2グループワークを通して不足している社会資源の情報を集約できる
3.事例検討を通して社会資源の活用について考えることができる
4.自身の地域施設見学及び病棟における退院支援やプライマリー患者に対
する看護をイメージできる

講義・演習

【講義】「鹿児島医療人育成プランについて〜本研修の進め方、地域施設見学の進め方について」
　　　　　　講師：川内美千代　 （倫理教育担当副看護部長）
【講義】「当院における退院支援のあり方」
　　　 　　　講師：下松裕子（地域医療連携センター副看護師長）
【演習】「共通事例に対する退院支援検討」
　　　　　（鹿児島県7医療圏でグループ編成し、担当医療圏について事例検討）
　　　　　　インストラクター：川内美千代（教育担当副看護部長、地域看護支援ナース）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 岩下真也（C3教育委員、地域看護支援ナース）
　　　　　　　　　　　　　　　　 　田中久美子（教育専従）

田中
岩下

看護実践プロセスⅡ

6月8日（水）
8：40～10：15鶴陵会館　大ホール
1G）10：25～12：30
2G）14：00～16：05
　　　　　　　鶴陵会館　中・小ホール

55
看護過程の展開を理解し、個別性・
継続性に配慮した看護を実践できる

1.看護実践プロセス（看護過程）の展開方法を理解できる
2.アセスメント能力を高めることができる
3.個別性・継続性に配慮した看護について考えることができる
4.チームメンバーの一員、プライマリーナースとしての役割について考えること
ができる

講義・演習

【講義】「看護過程概論」　　　　　 講師：山口さおり（医学部保健学科基幹看護学講座助教）
【講義】「肺がん患者の看護」 　　講師：市来博美（がん化学療法看護認定看護師）
【演習・グループワーク】「看護過程」
　　　　　インストラクター：肱岡奈津子（B4教育委員）
　　　　　　　　　　　　　　　　田中久美子・ 福島真紀・梅木由紀（教育専従）

田中
肱岡

医療器材管理研修

8月16日（火）15：55～16：45
講義：鶴陵会館　大ホール
実地研修：9月～10月のいずれかの
日の1時間（14:30～15:30）

48
医療人として必要な基礎知識・技術
を学び、安全安心な看護が提供でき
る看護実践能力を養う

1.医療材料・衛生材料の管理について理解できる
2.洗浄・消毒・滅菌のシステムを理解し管理できる
3.洗浄・消毒・滅菌に対するコスト意識を高める
4.医療器材に関する管理的視点を持つことができる

講義・演習
【講義】「洗浄・消毒・滅菌について」　　　講師：川島優子（医療器材管理部看護師長）
【演習】医療器材部の実地研修　　　　  　講師：川島優子（医療器材管理部看護師長）

田中

フィジカルアセスメント・ベーシック

8月29日（月）
1G）9：40～12：15
2G）13：55～16：30
総合臨床研修センターセミナー室

49
医療人として必要な基礎知識・技術
を学び、安全安心な看護が提供でき
る看護実践能力を養う

1.事例（患者）の変化を予測した意図的な情報収集ができる
2.事例のアセスメントをＡＢＲＡで報告できる
3.事例の全身状態のフィジカルアセスメントを行い、必要な看護ケアを考える

講義・演習
【小テスト】、【講義】「フィジカルアセスメント・ベーシック」、【演習】「事例」
　　　講師：山下浩美（集中ケア認定看護師）

田中

地域施設見学代替研修
2019年度新卒採用者（卒後4年目）
入退院支援研修　事例発表会

2023年2月27日、2月28日
　　　　　3月1日、  3月2日
第4講義室

発表者
32

参加者
のべ
270

地域・在宅で暮らす患者・家族の看
護・介護の状況がわかる
地域の患者・サービス利用者を取り
巻く地域包括ケア体制や他職種協
働を理解する

1.患者を取り巻く環境と今の健康状態を理解する
2.患者が受けている医療・介護サービス内容を理解する
3.他職種が患者にどのように関わっているかを理解する
4.自分が支援した退院指導や生活指導がどのようにシームレスケアにつな
がったかを理解する
5.家族や地域で患者を支えているものを理解する
6.自らが鹿児島県の医療を担う一人であることを自覚する

発表会
【発表】　2019年度入職の新卒採用者4年目看護師・助産師

髙見
2/27折田
2/28島岡
3/1濵島
2/井手迫

看護実践プロセスⅢ
2022年12月20日（火）
13：00～16：45
総合臨床研修センターセミナー室

17
PONRに基づいた看護記録を実施
し、部署看護師を対象に看護記録の
質向上に向けた指導ができる

1.実施している看護が看護記録にｈ反映されているか、記録内容が妥当か評
価できる
2.看護実践プロセス（看護過程）の展開を踏まえ、患者と看護実践が見える記
録を目指した指導の視点が理解できる

講義・演習

【講義】「看護実践がみえる看護記録」
　　1..看護記録の意義と専門職が書く記録　講師：髙見利恵　（教育専従師長）
　　2.看護過程に沿った看護記録の指導　　 講師：畠中慈美　（B8教育委員）
　　3.記録監査の現状と課題　　　　　　　　　　講師：松田智子　（B3副看護師長・記録検討監査委員）
【演習・グループワーク】事例を用いた監査・評価・指導の実際
　　　　　インストラクター：松田智子・畠中慈美・髙見利恵

髙見
畠中

BLSフォローアップ①②

①9月22日（木）
②10月17日（月）
１G）13：00～14：30
２G）15：15～16：45
総合臨床研修センターセミナー室

48
医療人として必要な基礎的知識・技
術を学び、安全安心な看護が提供
できる看護実践能力を養う

1.正しい胸骨圧迫が出来る
2.バックバルブマスクを用いて、換気が出来る
3.AEDが使用できる

演習

【BLS演習】
　　　　　①9/22講師：松澤薫　（B3災害支援ナース）、平佐田彩（C6災害支援ナース）
　　　　　②10/17講師：北野舞（手術部災害支援ナース）、谷口美奈代（B5災害支援ナース）
　　　　　イストラクター：各講師、田中久美子・福島真紀（教育専従）

福島
田中

急変時シミュレーション
6月～2023年2月
各部署にて研修

21部署
のべ45
回
のべ323
名

患者の急変時における個人および
チームの迅速かつ適切な対応につ
いてシミュレーションし、安心・安全
な看護を提供する能力を養う

1.部署における患者急変時の各看護師の役割と働き方を理解する
2.患者の観察要点を学ぶ

演習

【事前学習】リソースナースを活用した学習会・ＢＬＳ・ＳＢＡＲ
【演習】部署毎のシミュレーション
【振り返り】急変ＤＶＤ視聴後の意見交換
　　　　　イストラクター：各部署担当の専門・特定・認定看護師

教育委員会
部署教育ナース

専門分野研修
認知症看護

10月7日（金）
13：00～15：00
総合臨床研修センターセミナー室

12 1.認知症看護の基礎知識を習得できる 講義・演習
【講義・演習】「認知症にとっての良い対応と悪い対応について考える」
　　　　　　　　　　　～ユマニチュードの4つの柱を意識した対応～
　         講師：中野宏美・内匠美貴（認知症看護認定看護師）

福島
中野
内匠

専門分野研修
心不全看護

11月24日（木）
13：45～16：00
総合臨床研修センター演習1・2室

11
1.心不全について、基礎的な知識を得ることができる
2.VAD（植え込み人工心臓）について知識を得ることができる
3.心不全患者やVAD挿入患者の看護について知識を得ることができる

講義
【講義】「心不全とVADについて」　　　　　　　　　 講師：窪薗琢郎（心臓血管内科医師）
【講義】「心不全患者・VAD挿入患者の看護」　　講師：髙山直子（慢性心不全看護認定看護師）
【講義】「実物のＶＡＤを使って、ＶＡＤの紹介」　　講師：新蔵安弘（臨床工学技士）

福島
高山

専門分野研修
乳がん看護

12月15日（木）
13：00～15：00
総合臨床研修センターセミナー室

7
1.リンパ浮腫の基礎知識を習得できる
2.浮腫を発症した患者のアセスメントが行える

講義・演習

【講義・演習】「静脈浮腫とリンパ浮腫の違いについて理解を深める」
　　　　　　　　　　　～リンパ浮腫発症の指導の実際～
【講義】　　　   「がん患者に起こりうる浮腫への初期対応」
　　　　　　講師：吉永美佳（乳がん看護認定看護師）

福島
吉永

専門分野研修
手術看護

2023年1月30日（月）
13：00～15：00
総合臨床研修センターセミナー室

15 1.周術期看護の基礎知識を習得できる 講義
【講義】「手術を受ける患者の術前評価」「術中看護の実際」「術後の観察のポイント」
　　　　 　 講師：永野孝哲（手術看護認定看護師）

福島
永野

2
0
2
0
年
度
採
用
者

（
3
年
目

）

看
護
実
践

特定の分野において、より専門的な
知識と実践的技術を学び、質の高い
看護を提供する資質を養う



区分 研修名 研修日時・場所 人数 一般目標 到達目標 研修方法 内容 担当者

プリセプター（実地指導者）・フォロー
アップ研修Ⅰ

6月22日（水）
1G）9：00～11：00
２G）12:15～14：15
３G）14:45～16：45
総合臨床研修センターセミナー室

41
1.プリセプターとしての役割を再認識し、新人看護職員に対する精神的な支援
について具体的な方法、課題を共有できる

講義・演習

【講義】7～9月の新人指導について　　 　講師：上野かおり（C5教育委員）、 梅木由紀（教育専従）
【講義】「あなたのコミュニケーションの特徴を知ろう～リアリティショックを和らげるためのヒント～」：
　　　　　　学研e-ラーニング聴講
【演習】「新人看護職員の精神的支援について」グループワーク
          　  支援者：上野かおり（C5教育委員） 、島岡京美（救急部教育委員）、梅木由紀（教育専従）

梅木
島岡
上野

プリセプター（実地指導者）・フォロー
アップ研修Ⅱ

9月14日（水）
１G）10：00～12：00
２G）14：00～16：00
総合臨床研修センターセミナー室

39

1.新人看護職員への適応状況を把握し、プリセプターの役割を再認識しする
ことができる
2.新人看護職員を取り巻く環境を理解し、今後どのような支援が望ましいかを
考えることができる

講義・演習

【講義】「9月以降の新人への関わり」 　　　　　　　　 講師：梅木由紀（教育専従）
【講義】「プリセプターの新人指導に置ける困難」　　 講師：吉鶴菜穂（手術部教育委員）
【演習】「新人看護職員が求める支援について考える」ロールプレイ
　　　　　   支援者：吉鶴菜穂（手術部教育委員）、折田美千代（B3教育委員）、梅木由紀（教育専従）

梅木
折田
吉鶴

プリセプター育成研修・基礎

2023年3月2日（木）
１G）9：00～10：00
２G）12：15～14：15
３G）14：45～16：45
総合臨床研修センターセミナー室

52
梅木
重信

プリセプター育成研修・基礎－補講
2023年3月17日（金）
14：45～15：45
医科臨床講義棟　第4講義室

3 梅木

臨床指導者研修
6月14日（火）9：30～13：00
9：30～13：00
共通教育棟　402講義室

19
臨床指導者としての役割を理解し、
学生指導が実践できる

1.臨地実習の意義を説明できる
2.臨床指導者の役割を説明できる
3.自己の実習指導を振り返り、課題に対する具体的な解決方法を列挙できる

講義・演習
【講義】「実習指導の原理」　　　　　　　　　　講師：井上尚美（鹿児島大学保健学科成育看護学　准教）
【演習】「臨床実習指導で後輩を育てよう！」
　　　　　  支援者：中野宏美（C4教育委員）、山下晴美（3階外来教育委員）、梅木由紀（教育専従）

梅木
中野
山下

フィジカルアセスメント・アドバンス
コース
2020年度修了者フォローアップ①②

①5月23日(月）13：10～16：10
②5月30日(月）13：10～16：10
総合臨床研修センターセミナー室

26

フィジカルアセスメント・アドバンス
コース修了者（リソースナース）とし
て、自部署のフィジカルアセスメント
向上について取り組むことができる

1.研修企画に必要な基礎知識について説明できる
2.部署の課題について考え、今後の実践活動について企画することができる

講義
演習

【講義】「企画書の作成について～身に付く効果的な研修を行うために～」
　　　　講師：國久絵理香（小児看護分野Gナース）
【演習】「実践企画書を作成してみよう！」
　　　　　インストラクター：市川善実（ICU教育委員）、國久絵理香（小児看護分野Gナース）
　　　　　　　　　　　　　　　　 田中久美子（教育専従）

田中
市川

勤務帯リーダー研修①
①10月12日（水）12：45～16：45
総合臨床研修センターセミナー室

24 講義・演習

【講義】「リーダー概論」　　　　　　　　　　　講師：島岡京美　 （救急部看護師長）
【講義】「勤務帯リーダーの実際」　　　　  講師：松山真澄美（B6   副看護師長）
【演習】「リーダーに求められる判断力」
　　　　　　支援者：島岡京美（教育委員）、松山真澄美（教育委員）、髙見利恵（教育専従）

髙見
島岡
松山

勤務帯リーダー研修②
②2023年1月19日（木）12：45～16：
45
総合臨床研修センターセミナー室

10 講義・演習

【講義】リーダー概論　　　　　　　　　　　　　講師：折田美千代（B3 看護師長）
【講義】勤務帯リーダーの実際　　　　　　  講師：市川善実　 （ICU 副看護師長）
【演習】リーダーに求められる判断力
　　　　　　支援者：折田美千代（教育委員）、市川善実（教育委員）、髙見利恵（教育専従）

髙見
折田
市川

リーダーシップ
9月26日（金）13：30～15：30
鶴陵会館　中ホール

23

日常生活活動の中で、医療チーム
の一員として適切なリーダーシップ
を発揮し、よりよいチームができるよ
う、資質向上を図る

1.リーダーシップについて理解する
2.よりよいチーム活動のための、効果的なリーダーシップについて考えること
ができる
3.リーダーシップを発揮するための自身の課題を認識できる

講義・演習

【講義】「リーダーシップについて」
【演習】「自己の役割遂行のための効果的なリーダーシップを考える」
　　　　　  講師：有倉巳幸 (鹿児島大学教育学部学部長　教授）
　　　　　  演習助手：髙見利恵・田中久美子（教育専従）

髙見
田中

部署教育ナース
フォローアップ研修

8月26日（金）13：30～15：30
総合臨床研修センター　演習室1・2

15
部署における部署教育ナースとして
の役割を果たすことが出来る

1.部署OJTの課題について考えることができる
2..部署OJTを活性化する方法について考えることができる
3.今後の部署教育ナースとしての目標を明確化することができる

講義・演習

【講義】「OJTとは」　　　　　　　　　講師：梅木由紀（教育専従）
【講義】「あなたのコミュニケーションタイプの特徴を知ろう」（学研e－ラーニング聴講）
【演習】「部署全体を巻き込んだ教育に向けて」グループワーク
　　　　　　ファシリテーター：小齊平博子（ＮＩＣＵ教育委員）、中野宏美（Ｃ４教育専従）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 田中久美子・福島真紀・梅木由紀（教育専従）

梅木
小齊平
中野

部署教育ナース育成研修
2023年3月17日（金）
8:30～12：00
総合臨床研修センターセミナー室

17
部署における部署教育ナースとして
の役割を果たすことが出来る

1.新人看護職員卒後研修及び当院の教育体制を理解できる
2.部署教育ナースとしての役割を理解できる
3.集合研修後の部署OJTの効果的な支援を考える事が出来る
4.部署での新人教育の企画書作成を行うことで、効果的なOJTについて考え
ることができる

講義・演習

【講義】「当院看護部の教育体制と教育プログラム」
　　　　　講師：髙見利恵（教育専従看護師長）
【講義】「新人看護師について、部署教育ナースの役割～部署OJTについて～」
　　　　　講師：福島真紀（教育専従）
【講義・演習】　「ティチング・コーチング・ファシリテーションの基本の基本」学研eラーニング
　　　　　支援者：髙見利恵・福島真紀（教育専従）

福島
髙見

指導力向上研修
ファシリテーション

9月29日（木）
17：30～18：30
医科臨床講義棟　第4講義室

75
看護師育成に必要な教育原理や技
法を学び、看護実践における指導力
を養う

1ファシリテーションについて理解できる
2.効果的なファシリテーションについて考えることができる
3.ファシリテーションを発揮するための自身の課題を認識し、指導に活かすこ
とができる

講義・演習

【講義】「ファシリテーションについて」　　講師：李慧瑛（鹿児島大学保健学科基幹看護学　助教）
【講義・演習】「ファシリテーションスキルを磨こう！！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師･演者：川内美千代（副看護部長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 髙見利恵・田中久美子・福島真紀（教育専従）

髙見

教育講演
鹿児島大学医学部保健学科・鹿児
島大学病院看護部合同会

11月18日(金）
17：30～18：30
鶴陵会館　大ホール

109 講義
【講義】「今どきの子供・若者の心事情」
　　　講師：山喜高秀志學館大学大学院心理臨床研究科　教授）

川内看護副部長
髙見

人
材
育
成

講義・演習

【講義】「プリセプターに期待すること」　　 講師：梅木由紀（教育専従）
【講義】「プリセプターの役割」 　　　　　　　 講師：重信玲子（B2教育委員）
【演習】「目標を立てて、なりたいプリセプターになろう！」グループワーク
　　　　　  支援者：重信玲子（B2教育委員）、梅木由紀（教育専従）

チーム医療の中でリーダーシップを
発揮し、安全で質の高い看護サービ
スを提供できる

1.プリセプターの役割について理解できる
2.プリセプターの役割を担うことへの不安や期待を受講生と共有できる

1.リーダーシップとマネジメントについて理解する
2.勤務帯リーダーの役割について理解する
3.勤務帯リーダーを担うにあたっての自己の課題に気づくことができる

新人へ主体的に関わる方法を修得
する

プリセプター（実地指導者）の役割を
理解できる



区分 研修名 研修日時・場所 人数 一般目標 到達目標 研修方法 内容 担当者

人
材
育
成

地域看護コース
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

Ⅰ：6月20日　　8：30～12：15
Ⅱ：7月25日　　9：00～12：15
Ⅲ：9月1日～10月26日の間の一日
Ⅳ：11月21日　9：00～12：30

Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ：総合臨床研修センターセ
ミナー室
Ⅲ：地域医療連携センター

15
地域への貢献を主体的に果たすこと
ができる

1.患者を全人的視点で捉え、住み慣れた生活環境でその人らしく生活できる
ための看護を提供できる
2.患者の視点に立ち、シームレスに看護ケアを実践できる
3.退院困難な患者に社会的資源を活用して、退院調整ができる
4.鹿児島県の超高齢化社会を見据え、地域ケア体制を支援できる

講義・演習

Ⅰ：【講義】地域看護コースについて
　　　　　　　　　講師：川内美千代（看護部教育担当副看護部長）
　　 【講義】地域連携センターの概要と活動
　　　　　　　　　講師：道園久美子（地域医療連携センター副センター長）
　　 【講義】社会資源を活用した退院支援について
　　　　　　　　　講師：野村瑞穂PSW（地域医療連携センター）
 　　【講義】退院支援に関する当院の取り組みについて・退院支援看護師の活動の実際
　　　　　　　　　講師：下末裕子（地域医療連携センター副師長）
Ⅱ：【退院支援事例報告】　新穂ゆき枝 （B7副師長、地域看護支援ナース）
　　　　　　　　　　　　　　　　　  上玉利明香（地域医療連携センター退院支援専従看護師）
　　【演習】「効果的な退院支援をするための情報収集」
　　　　　　　「退院支援をするための課題と対策」
　　　　　　　　　ファシリテーター：　新穂ゆき枝・上玉利明香
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  福島真紀・髙見利恵（教育専従）
Ⅲ：【地域医療連携センター実務研修】
Ⅳ：【講義】鹿児島県の特性を踏まえた退院支援について
　　　　　　　　　講師：白石靖子（地域医療連携センター師長）
　　　【退院支援事例報告】　荒田友紀（地域医療連携センター退院支援専従看護師）
　　　【演習】「地域診断・事例検討」グループワーク
　　　　　　　　　支援者：荒田由紀・佐々木美和（退院支援専従看護師）
　　　　　　　　　　　　　　 岩下真也（C3教育委員、地域看護支援ナース）
                             尾上可奈子（回復期リハ教育委員）
　　　【講義】地域看護コース受講後の取り組みについて
　　　　　　　　　講師：川内美千代（看護部教育担当副看護部長）

髙見
岩下
尾上

看護管理者研修
副看護師長
コンピテンシーモデル研修

7月14日（木）
1G）9：00～12；00
2G）13：00～16：00
鶴陵会館　中・小ホール

72
看護管理者が果たすべき役割につ
いて理解し、実践できる。管理者を
支援できる

1.看護管理に活かすコンピテンシーについて理解する
2.コンピテンシー評価表を用いて自己評価をすることで、自己の管理実践を
　振り返ることができる

講義・演習

【講義】「コンピテンシー　信念の維持について」
　　　　　講師：佐藤博子　（福島県立医科大学看護部　基礎看護学准教授　認定看護管理者）
【模擬演習】「事例を通したグループリフレクションの実際」
　　　　  講師：佐藤博子
　　　　　支援者：宮薗幸江（看護部長）
　　　　　　　　　　 今川真由美・新駿河洋子・友栗英子・福島悦子・福田ゆかり（副看護部長）
                      川内美千代（副看護部長）
　　　　　　　　　　 折田美千代・濵島ゆかり・島岡京美・髙見利恵（看護師長）

教育副部長
川内

看護管理者研修
看護師長
コンピテンシーモデル研修

7月15日（金）
9：30～15：30
鶴陵会館　中・小ホール

27
看護管理者が果たすべき役割につ
いて理解し、実践できる

1.看護管理者として、自らの能力を開発するためにコンピテンシー評価を活用
することができる
2.看護管理者における「コンピテンシー」を用いた評価の進め方がわかる

講義・演習

【講義】「コンピテンシーの目的と基本を押さえた評価方法について」
　　　　　講師：佐藤博子　（福島県立医科大学看護部　基礎看護学准教授　認定看護管理者）
【模擬演習】「うまくいった事例のリフレクション」　「困難だった事例のリフクション」
　　　　　　　　「事例を用いたリフレクション」
　　　　　講師：佐藤博子
　　　　　支援者：宮薗幸江（看護部長）
　　　　　　　　　　今川真由美・新駿河洋子・友栗英子・福島悦子・福田ゆかり（副看護部長）
                     川内美千代（副看護部長）

教育副部長
川内

経営Ⅰ
6月17日（金）17：30～18：30
鶴陵会館　大ホール

122
病院の経営目標と看護師が果たす
べき役割について理解できる

1.病院の経営目標について理解できる
2.病床管理について理解できる
3.病院の経営に対し、看護師が果たす役割について理解できる
4.研修で学んだことを看護実践できる

講義　
【講義】「病院経営のしくみと取り組み」
　　　　　  講師：岩穴口孝（医療情報部助教）
　　　　　  講師：福島悦子（看護部経営担当副看護部長）

経営副部長
福島

教育専従
髙見

経営Ⅱ
10月28日（金）17：30～18：30
鶴陵会館　大ホール

93
病院の経営目標と看護師が果たす
べき役割について理解できる

1.病院の経営目標について理解できる
2.病床管理について理解できる
3.病院の経営に対し、リーダー層が果たす役割について課題を見いだすこと
ができる
4.研修で学んだことを看護実践できる

講義　

【講義】「病床管理（実践編）～部署経営の取り組み」
　　　　　 講師：白石靖子　 （地域医療連携センター師長）
　　　　　 講師：三善真由美（C5看護師長）
　　　　　 講師：山口雪子　  （B5看護師長）

経営副部長
福島

教育専従
髙見

経営Ⅲ
11月30日（水）17：30～18：30
鶴陵会館　大ホール

91
病院の経営目標と看護師が果たす
べき役割について理解できる

1.病院経営の戦略について理解できる
2.病床経営に対する看護管理者に必要な経営意識と役割について示唆を得
ることができる
3.研修で学んだことを看護管理で実践できる

講義　
【講義】「当院の経営戦略～SOCIETY5.0時代のヘルスケア」
　　　　　 講師：宇都由美子（副病院長　医療情報部部長）

髙見

看護研究研修Ⅰ
6月16日（木）
17:15～18：15
鶴陵会館　中ホール

34 講義
【講義】「研究テーマと研究デザインの設定」
　　　　　 講師：中尾裕子（保健学科看護学専攻成育看護学　教授）

髙見

看護研究研修Ⅱ
7月4日（月）
17：15～18：15
共通教育棟　インテリジェント室

14 講義
【講義】「文献検索完全マスター実践編」
             講師：児玉慎平(保健学科看護学専攻地域包括看護学 准教授）

髙見

看護研究研修Ⅲ
8月25日（木）
17:15～18:15
医科臨床講義棟　第4講義室

13 講義
【講義】「研究計画書の作成と倫理的配慮」
　　　　　 講師：若松美貴代（保健学科看護学専攻成育看護学　准教授）

南波
髙見

院内看護研究発表会
11月12日（土）
9：00～12：30
鶴陵会館　大ホール

201 発表
【特別発表】「B7病棟での研究を通しての学び　　発表：湯曲斉大・ 杉木志保美
【発表】B2、B5、.NICU、B7、B8、C4、C5、C6、救急部、医科3階外来、有村尚子ICT、川崎恵看護師長

髙見

院内看護研究発表会
録画上映

12月23日～2023年1月31日
THINK上オンデマンドでの視聴配信

発表
【特別発表】「B7病棟での研究を通しての学び　　発表：湯曲斉大・ 杉木志保美
【発表】B2、B5、.NICU、B7、B8、C4、C5、C6、救急部、医科3階外来、有村尚子ICT、川崎恵看護師長

髙見

講
演

教育講演会
2021年2月16日（木）
17：00～18：00
鶴陵会館　大ホール

83 講義
【講義】「大人の発達障害の特徴と対応」
　　　　　　講師：赤崎安昭（医学部保健学科作業療法学専攻教授）

看護部・
保健学科看護学

専攻

管
理

研
究

看護研究の基本的な知識を得て、
看護研究に取り組むことができる

1.看護研究を行うために必要な基本的事項について理解できる
2.研究目的の明確化と研究疑問を解明するための適正な方法について理解
できる
3.研究的倫理を踏まえた看護研究計画書の書き方が理解できる
3.研修での学びを研究活動に活かすことができる

看護研究を通じて看護の探求心を養い、看護活動に役立てることができる

看護研究を通じて看護の探求心を養い、看護活動に役立てることができる



区分 研修名 研修日時・場所 人数 一般目標 到達目標 研修方法 内容 担当者

看護助手研修Ⅰ－①②
「感染対策・医療器材管理」

①6月9日（木）13:30～15:30
②6月29日（水）
１G）9：30～11：30
２G）13：30～15：30
医科臨床講義棟　第4講義室

55

看護助手研修Ⅰ-補講
「感染対策・医療器材管理」

11月1日（火）14：30～16：30
キャリアアップ研修室

1

看護助手研修Ⅱ-①②
「接遇・パートナーシップマインド」

①8月18日（木）9：30～11：30
②8月31日（水）
１G）9：30～11：30
２G）13：30～15：30のいずれか1回
総合臨床研修センター　演習室1・2

56

1.医療従事者に求められる接遇が理解できる
2.これまでの自己を振り返り、接遇のあり方について考えることができる
3.パートナーシップマインドについて理解することができる
4.チームの一員としてのこれまでの自分を振り返り、今後、他者と協働するた
めにどのようにあるべきか考えることができる

講義・演習

【講義】「接遇について」　　　　　　　　　講師：新駿河洋子　副看護部長
【演習】「接遇についての振り返り」 個人・グループワーク
　　　　　「接遇・マナーの基本～患者・家族へのかかわり方～」学研e-ラーニング
【講義】「パートナーシップマインドについて」 　「ロールプレイング」
　　　　　 　 講師：山浦智美（C5 副看護師長　PNS・接遇向上委員）
　　　　　　　8/18支援者：古城邦子（B5教育委員）、松山真澄美（B6教育委員）
　　　　　　　8/31支援者：新穂ゆき枝（B7教育委員）、市川善実（ICU教育委員）
　　　　　　　髙見利恵、福島真紀、梅木由紀（教育専従）

梅木
古城
松山
新穂
市川

看護助手研修Ⅲ-①②
「BLS・急変時の初期対応」

①11月22日（火）
１G）9：30～11：30
２G）13：30～15：30
総合臨床研修センター　演習室3・4

②11月29日（火）
13：30～15：30のいずれか1回
総合臨床研修センター　セミナー室

57
1.AEDを含む一次救命処置について学び、看護助手としての役割がわかる
2.急変時に速やかに応援を呼ぶ必要性が理解できる
3.1191コールのかけ方がわかる

講義・演習

【講義】「BLSについて」　　　　11/22　講師：重信玲子（DMAT隊員、B2教育委）
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 11/29　講師：寺薗秀美（C4災害支援ナース）
【演習】グループワーク
　　1「応援・1191コール」　　　2「事例検討」　　　　3「胸骨圧迫の部位・方法」
　　4「AEDの使用方法」　　　　5「BLS」
　　　　　　　11/22インストラクター：重信玲子（B2教育委員）、肱岡奈津子（B4教育委員）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 下野恵子（B8部署教育）、上村香織（回復リハ部署教育）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 福島真紀・梅木由紀（教育専従）
　　　　　　　11/29インストラクタ－：塗木まみ（C7教育委員）、山下晴美（3階外来教育委員）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 湯元慶考（C2部署教育）、中村由佳（C5部署教育）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 福島真紀・梅木由紀（教育専従）

梅木
重信
肱岡
塗木
山下

看護助手研修Ⅳ
「医療制度・病棟の組織・看護補助
業務・個人情報保護と守秘義務・倫
理」

①1月31日（木）13：45～15：30
②2月16日（火）
１G）9：30～11：15
２G）13：45～15：30のいずれか1回
総合臨床研修センター　セミナー室

58

1.医療制度の概要及び病院組織を理解する
2.看護補助者の業務を理解し、看護ケアについて重要な役割を担っているこ
とを理解する
3.個人情報保護と守秘義務の重要性について理解できる
4.医療現場における接遇について理解できる
5.医療現場に求められる倫理観や倫理的に配慮した対応について考えること
ができる

講義

【講義】「医療制度の概要及病院の機能と組織について」
　　　 　 「医療チーム及び看護チームの一員としての看護補助業務について」
　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：福田ゆかり　業務管理副看護部長
【講義】「医療チームの一員としての患者への対応、個人情報保護と守秘義務」
　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：新駿河洋子　室管理副看護部長
【講義】倫理について
　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：川内美千代　　教育管理副看護部長

梅木

梅木

看
護
助
手

看護ケアチームの一員として安全に
ケアが提供できるための、基礎的知
識・技術を習得できる

1.感染予防に必要な知識を習得することができる
2.手指衛生の重要性や防護用具の適切な使用について確認できる
3.医療器材管理に必要な知識を習得できる
4.医療器材管理上のルールが理解できる

講義・演習
【講義】「感染対策と５Sについて」
【演習】「PPE」　　　　　　　　　　　 　　   講師：有村尚子(感染制御部門感染管理認定看護師)
【講義】「医療器材管理」　　　　　　　　 講師：川島優子（医療器材管理部　看護師長）



4 医師，歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

①医師，歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況 ME機器センター

研修の主な内容 期間 回数 参加人数（人） 対象者

超音波内視鏡について 2022年4月11日 1 13 看護師

人工呼吸器 Fabianについて 2022年4月14日 1 6 看護師

内視鏡について 2022年4月18日 1 7 看護師

呼吸療法の基礎知識について 2022年4月21日 1 13 メディカルクラーク

エネルギーデバイスの基礎について 2022年4月22日 1 7 看護師

内視鏡の洗浄・消毒方法、内視鏡システム、修
理状況に関して

2022年4月25日 1 2 内視鏡洗浄員

手術室設備について 2022年4月27日 1 6 看護師

先端湾曲ビデオスコープの取り扱い勉強会 2022年5月25日 1 2 看護師

内視鏡洗浄、機器取り扱いに関して 2022年5月31日、10月4日 2 3 内視鏡洗浄員

眼科手術装置関連勉強会 2022年6月8日 1 21 看護師

除細動器 使用方法について 2022年6月17日、10月31日 2 16 看護師

閉鎖式保育器について 2022年7月1日～7月31日 — 101 看護師

EIT測定機器説明会 2022年7月6日 1 6 看護師

保育器説明会について 2022年7月12日 1 8 看護師

眼撮影装置について 2022年8月19日 1 6 看護師

内視鏡の洗浄・消毒方法について 2022年8月23日 1 2 内視鏡洗浄員

接遇研修 2022年8月29日 1 19 臨床工学技士

生体情報モニター説明会 2022年9月15日 1 8 看護師

スポットチェックモニター取扱い説明会 2022年10月6日 1 11 看護師

人工呼吸器　Servoシリーズ　プリベンティブメンテナン
ス講習会

2022年10月12日 1 10 臨床工学技士

血液浄化装置・IABP装置について 2022年10月12日 1 16 看護師

DVT・PTE予防勉強会 2022年10月17日 1 6 看護師

NKV-330の取り扱い説明について 2022年10月17日 1 5 看護師

CUREFLO-A 説明会 2022年10月20日 1 10 臨床工学技士

シュミレーター機器説明会 2022年10月20日 1 3 看護師

血液浄化とIABPに関して 2022年10月21日 1 8 メディカルクラーク

気管吸引ハンズオン 2022年10月25日 1 14 看護師

補助人工心臓（HertmateⅡ、ⅡPC、3）について 2022年10月27日 1 3 臨床工学技士

DVT予防勉強会 2022年11月4日 1 14 看護師

術中モニタリングについて 2022年11月11日 1 22 看護師

2022年度 人工呼吸器 看護師2年目研修 2022年11月14日～11月15日 2 45 看護師

1/2



レオカーナについて 2022年11月15日 1 9 看護師

レーザー装置について 2022年11月25日～4月24日 2 26 看護師

PVToolについて 2022年11月28日 1 7 看護師

内視鏡システムについて 2022年12月1日 1 3 看護師・臨床工学技士・内視鏡洗浄員

補助人工心臓 HeartMateⅡ PC3について 2022年12月1日～12月8日 2 22 看護師

人工呼吸器の基礎知識について 2022年12月5日 1 12 看護師

AirVOの使用方法について 2022年12月16日 1 8 看護師

レーザー血流計について 2022年12月26日 1 10 看護師

ERCP手技について・ERCP用スコープ洗浄消毒
について

2023年1月25日、3月1日 2 5 臨床工学技士・内視鏡洗浄員

閉鎖式保育器について 2023年2月1日～2月28日 — 104 看護師

VIO3 研修会 2023年2月14日、4月19日 2 10 看護師

ULTRAVISIONについて 2023年2月15日 1 6 臨床工学技士

経皮的心配補助装置について 2023年3月2日 1 8 看護師

血液浄化装置について 2023年3月2日 1 8 看護師

デバイスに関して 2023年3月8日 1 2 臨床工学技士

麻酔で使用する薬剤について 2023年3月8日 1 5 臨床工学技士

SL Oneについて 2023年3月14日～3月15日 2 29 看護師

ドライスイングD2について 2023年3月16日 1 20 看護師

涙道鏡（MVH-2010A）について 2023年3月23日 1 4 看護師

Arctic sun 5000 について 2023年3月30日 1 12 看護師
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(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  

管理責任者氏名  病院長 坂本 泰二 
  管理担当者氏名 各診療センター部門科長     医療情報部長（宇都 由美子） 

薬剤部長 （寺薗 英之）     臨床技術部長代行（弓場 裕之） 

総務課長 （鮎川 秋徳 ）     医務課長 （山森 剛 ） 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 (1)診療記録に関する諸
記録は、2007年以降の
外来及び入院分から電
子カルテに保管してい
る。 

(2)一部の諸記録（紹介
状、同意書等）につい
ては、1患者1ID番号に
より、外来ホルダー・
入院ホルダーに分けて
定められた保存期間に
基づき一括管理してい
る。 

(3)保管期間を超過した
紙媒体の診療諸記録
は、廃棄ルールに基づ
き原則廃棄している。 

(4)画像データ（CT、MRI、
RI、一般撮影、透視、
血管造影等）は2013年
からはデジタル画像と
して院内サーバにて保
存している。 

(5)特別な場合（医療訴
訟、公的機関からの要
請等）以外は、院外へ
の持出しは厳禁として
いる。 

各科診療日誌 各センター、部門科 
処方せん 薬剤部 

手術記録 

・電子カルテ。 
・スキャン文書/医療情
報部診療情報管理部
門（カルテ保管庫） 

看護記録 

・電子カルテ。 
・スキャン文書/医療情
報部診療情報管理部
門（カルテ保管庫） 

検査所見記録 

・電子カルテ。 
・スキャン文書/医療情
報部診療情報管理部
門（カルテ保管庫） 

エックス線写真 
医療情報部・放射線部/
PACS保管 

紹介状 
医療情報部診療情報管
理部門（カルテ保管庫） 

退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

・電子カルテ。 
・スキャン文書/医療情
報部診療情報管理部
門（カルテ保管庫） 

  



 
 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第

三
項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課  
高度の医療の提供の実績 医務課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

総務課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医務課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医務課 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医務課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医務課 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医務課 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医務課 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医務課  

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医務課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医務課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医務課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医務課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

臨床技術部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

臨床技術部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

臨床技術部 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医務課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医務課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医務課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医療情報部 

医療安全管理部門の設置状況 医務課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医務課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

薬剤部 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医務課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医務課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医務課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 

職員研修の実施状況 総務課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

総務課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　0　　　　件

歯科医師 延　　　　0　　　　件

国 延　　　　0　　　　件

地方公共団体 延　　　　0　　　　件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　総務課長　鮎川　秋徳

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

　閲覧の手続の概要

　閲覧場所を設置しており、要求があった場合には対応できる状況である。

　閲覧責任者氏名 　病院長　坂本　泰二

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　総務課

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況      有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
 

Ⅰ 趣旨 
Ⅱ 安全管理に関する基本的考え方 
Ⅲ 組織に関する基本的事項 
Ⅳ 医療に係る安全管理のための職員研修に関する基本方針 
Ⅴ 事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策に関する基本方針 
Ⅵ 医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
Ⅶ 医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針 
Ⅷ 患者等からの相談への対応に関する基本方針 
Ⅸ その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

 

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 

 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 

・ 開催状況：年 12 回 
・ 活動の主な内容： 
    

(1) 医療の安全管理体制の確保に関すること。 
(2) 医療に関する安全管理指針に関すること。 

(3) 医療事故等の防止対策の検討及び推進に関すること。 

(4) 医療の安全管理のための教育及び研修に関すること。 

(5) その他医療の安全管理等に関すること。 
 

 

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年 3 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）：e-learning研修 

(1) 医療安全研修①（外部機関からの医療安全情報） 
(2) 医療安全研修②（医療安全管理・感染管理に関する自己チェックシート） 
(3) 医療安全研修③ チームSTEPPS研修（リスクマネージャー対象） 

  
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 

   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 

   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

 
(1) 医療環境の変化に対応するため、医療安全管理マニュアルを随時改訂した。 
(2) 医療安全活動強化月間（6月・11月）を設定した。 
(3) 医療安全強化月間およびリスクマネージャー連絡会議等でのインシデント(1) 

レベル0、1報告の推奨を行った。 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 

① 院内感染対策のための指針の策定状況     有・無 

 

  ・ 指針の主な内容： 

 
Ⅰ 趣旨 

Ⅱ 院内感染対策の基本指針 

Ⅲ 組織体制 

Ⅳ 職員の教育及び研修 

Ⅴ 報告に関する基本方針 

Ⅵ 対応に関する基本方針 

Ⅶ その他 
Ⅷ 閲覧 

 

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年 12 回 

 

  ・ 活動の主な内容： 

 
    本院における院内感染対策に関する発生状況や抗菌薬使用量を含む実施状況の情報共有、 

及び問題の原因分析、改善策を審議し、諸施策等の策定等を行う。 
 

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年 6 回 

 
 ・研修の内容（すべて）： 

院内感染対策研修①「標準予防策と感染経路別予防策」 

 院内感染対策研修②「抗菌薬適正使用」 

 院内感染対策研修③「米国における感染症緊急事態対応体制と医療機関緊急事態指揮システム」 

院内感染対策研修④「新型コロナウイルス感染症」 

 院内感染対策研修⑤「結核」 

院内感染対策研修⑥「当院の広域抗菌薬の使用状況と抗菌薬適正使用における課題」 

 
※その他に清掃業者・調理従事者向けの研修会を実施した。 

 

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 

 

  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 

  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

 
 (1) 伝播リスクの高い感染症発生時や耐性菌保有リスクの高い海外医療機関歴のある患者や過

去の耐性菌検出者の入院時に部署から感染制御部に報告 

(2) 注意すべき病原体の検出時に検査部からICTに報告 

(3) 週1回検査部から病棟別主要注意菌検出状況をまとめた感染情報レポートをICTに提出 

(4) 重大な感染事例の発生時は感染制御部から病院長に報告 

(5) ICTスタッフ会議、感染症対策委員会において報告 
(6) リスクマネージャー連絡会議を通じて院内に周知 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 

① 医薬品安全管理責任者の配置状況     有・無 

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況      年14回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

2022/ 4/ 5    研修歯科医採用者ガイダンス 

2022/ 4/ 6    新規採用者（医科研修医）ガイダンス 

2022/ 4/12    新人看護職員基礎研修 

2022/ 6/17     麻薬の取り扱いと管理(B7病棟) 

2022/ 6/23    化学療法の吐き気止めについて(C6病棟) 

2022/ 6/23    カテコラミンについて(ICU) 

2022/10/18     ユニツキシンについて(C6病棟) 

2022/11/17     入院支援室業務について(入院支援室) 

2022/12/ 1     鎮静剤について(ICU) 

2022/12/20     麻薬と抗がん剤(C5病棟) 

2022/12/20     麻薬の取り扱い・管理について(C5病棟) 

2023/ 1/31     精神科薬剤の粉砕・簡易懸濁の可否と転倒リスクについて(C2病棟) 
2023/ 3/13 ～ 31 未承認新規医薬品等を用いた医療体制について（web研修,全職員対象） 
2023/ 3/13 ～ 31 麻薬の取扱い・管理について（web研修,全職員対象） 

 

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 

 

 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 

 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
 

 (1)  医薬品の採用について 

(2)  医薬品の購入について 

(3)  調剤室における医薬品の管理について 

(4)  病棟・各部門への医薬品の供給について 

(5)  外来患者への医薬品使用について 

(6)  病棟における医薬品の管理について 

(7)  入院患者への医薬品使用について 

(8)  医薬品情報の収集・管理・提供について 

(9)  手術・麻酔部門について 

(10) 救急部門・集中治療室について 

(11) 輸血・細胞治療部門について 

(12) 血液浄化部門について 

(13) 臨床検査部門、画像診断部門について 

(14) 外来化学療法部門について 

(15) 歯科領域について 

(16) 他施設との連携について 

(17) 在宅患者への医薬品使用について 

(18) 放射性医薬品について 

(19) 院内製剤について 

(20) 重大な有害事象の予防・対応について 



 
 
 

 
(21) 事故発生時の対応について 

(22) 教育・研修について 

(23) 医薬品関連の情報システムの利用について 
 

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 

  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 

 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
 

(1) 腸管不全関連肝障害に対するSMOF lipidの投与（１症例目） 
(2) 腸管不全関連肝障害に対するSMOF lipidの投与（２症例目） 
(3) 腸管不全関連肝障害に対するSMOF lipidの投与（３症例目） 
(4) 根治切除不能の腎細胞癌に対するﾍﾟﾑﾌﾞﾛﾘｽﾞﾏﾌﾞとﾚﾝﾊﾞﾁﾆﾌﾞの併用療法 
(5) 胎児頻脈性不整脈に対するｿﾀﾛｰﾙとﾌﾚｶｲﾆﾄﾞの経胎盤的抗不整脈薬投与 
(6) 自己免疫性肝炎に対するﾐｺﾌｪﾉｰﾙ酸ﾓﾌｪﾁﾙの投与 
(7) POEMS症候群に対するﾚﾅﾘﾄﾞﾐﾄﾞの投与 
(8) 肺門部小細胞肺癌に対するﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙの投与 
(9) 癌性胸膜炎に対するｼｽﾌﾟﾗﾁﾝの投与 
(10) 小児の食道憩室症に対する食道狭窄症拡張術の適用 
(11) 心臓血管手術における心筋保護液の組成 
(12) 難治性の急性骨髄性白血病に対するﾚﾅﾘﾄﾞﾐﾄﾞの投与 
(13) 急性未分化型白血病に対するｲﾏﾁﾆﾌﾞの投与 
(14) 好酸球性消化管疾患に対するｾﾞﾝﾀﾞｺｰﾄｶﾌﾟｾﾙの投与 
(15) 陰茎癌に対するﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ＋ｲﾎｽﾌｧﾐﾄﾞ＋ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ併用療法 
(16) 慢性骨髄性白血病に対するﾎﾟﾅﾁﾆﾌﾞの投与 
(17) TAFRO症候群に対するﾘﾂｷｼﾏﾌﾞの投与 
(18) 乳房外ﾊﾟｼﾞｪｯﾄ病に対するTS1＋ﾄﾞｾﾀｷｾﾙの投与 
(19) 進行性乳癌（脳転移、脳浮腫）に対するﾊﾗｳﾞｪﾝ＋ｱﾊﾞｽﾁﾝ併用療法 
(20) 同種造血幹細胞移植後生着不全に対する血漿交換療法＋ﾘﾂｷｼﾏﾌﾞ＋ﾊﾞﾌｨｰｺｰﾄ輸血 
(21) 肺移植後移植片慢性機能不全に対するｱｼﾞｽﾛﾏｲｼﾝの投与 

 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

医薬品情報の周知状況の確認を徹底するために、DIニュースについては、毎月の発行分を医

療安全管理委員会に報告し、また、リスクマネージャー連絡会議にて全職員への再周知を依頼

し、各部署より情報確認済み署名記載用紙を回収している。 

緊急安全性情報（イエローレター）ならびに安全性速報（ブルーレター）が発出された場合

には、院内通知文書や院内メール、院内イントラネット、病棟担当薬剤師による情報提供、当

該医薬品を使用している患者カルテへの記載を行う等、様々な方法で情報提供を行っている。 

 
一般医薬品については、適応外処方については疑義照会として実施し、また、禁忌について

は、電子カルテ上で警告表示している。警告を突破して禁忌薬が処方された場合は、疑義照会
を実施し、処方変更を依頼している（警告を突破して禁忌薬が処方された場合、調剤支援シス
テムにより、処方箋に禁忌薬が処方されている旨が出力されるため、初回出力時に疑義照会し
ている）。 
 
また、適応外使用・禁忌に対する使用については、未承認新規医薬品等評価部門へ申請し許

可を得られなければ使用できない体制を構築しており、病棟薬剤師ならびに調剤する薬剤師は

、適応外・禁忌に関する処方を発見した際には、処方医に未承認新規医薬品等評価部門への申

請が必要な旨を伝え、あわせて、未承認新規医薬品等評価部門長である、医薬品安全管理責任

者へ報告している。 
 



 
 
 

 
(注）前年度の実績を記入すること。 
 

規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係
る措置 

 

① 医療機器安全管理責任者の配置状況    有・無 

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況      年 10 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

(1) 人工心肺装置（補助循環装置を含む）研修会（2022年10月12日、2023年3月2日） 
   (2) 人工呼吸器研修会（2022年11月8日～11月30日、2023年3月15日～3月31日） 
   (3) 血液浄化療法研修会（2022年10月12日 2023年3月2日） 
   (4) 除細動器研修会（2022年11月8日～11月30日、2023年3月15日～3月31日） 
   (5) 閉鎖式保育器研修会（2022年7月1日～7月31日、2023年2月1日～2月28日） 
 
 

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 

 

 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 

 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
(1) 人工心肺装置及び補助循環装置 （年 1 回） 

   (2) 人工呼吸器          （年 1 回） 
   (3) 血液浄化療法装置       （年 1 回） 
   (4) 除細動器           （年 1 回） 
   (5) 閉鎖式保育器         （年 1 回） 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 

  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 

 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：なし 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

(1) 全医療職員を対象とした講習会（2機種 年2回） 

1) 医療機器に係る安全管理のための研修会 2023年11月（除細動器） 

2) 医療機器に係る安全管理のための研修会 2022年11月（人工呼吸器） 

3）医療機器に係る安全管理のための研修会 2023年3月（除細動器） 

4）医療機器に係る安全管理のための研修会 2023年3月（人工呼吸器） 

(2) 気管支内視鏡使用医師向け講習会 対象診療科：呼吸器内科 

  (3) その他研修会 

   1) 2022年度採用初期臨床研修医ガイダンス 

   2）2022年度 2年目看護師研修（人工呼吸器） 

(3) 医療機器安全管理検討委員会およびME機器センター運営委員会での情報周知 
   1) キャピオックスカスタムパック EBS 心肺キット プライミング操作時のご確認のお願い 
   2) 人工呼吸器 SERVO-U および SERVO-U Adult についての重要なお知らせ(注意喚起) 
   3) 医療関連機器による圧迫創傷 
   4) テスト肺使用による 人工呼吸器回路の再接続忘れ 
    
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 

① 医療安全管理責任者の配置状況      有・無 

 

・責任者の資格（医師・歯科医師） 

・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 

医療に関する安全管理のための指針を令和元年6月10日一部改訂し、従来の医療環境安全部を医
療安全管理部と感染制御部に改組し，各部門の機能強化を図った。その上で医療安全管理責任者に
副病院長（安全管理・感染対策担当）を充て、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理者を統括させることとしている。 

 

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況  有（ 9 名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

 

医薬品情報室にて情報を収集・整理し、DIニュースとして発行している。また、平成 28年
10月より、１ヶ月の周知状況を医療安全管理委員会に報告し、リスクマネージャー連絡会議に
て全職員への再周知を依頼し、各部署より情報確認済み署名記載用紙を回収している。 
 
緊急安全性情報（イエローレター）ならびに安全性速報（ブルーレター）が発出された場合

には、情報発信時に情報確認済み署名記載用紙を回覧し、回収している。（直近では令和３年
６月にジョイクル関節注 30mgによるショック、アナフィラキシーについてのブルーレターが
発出されている） 
 
医薬品・医療機器安全情報に掲載されている医薬品については、当該医薬品を投与している

患者を抽出し、当該医薬品を投与している患者の主治医に対し、病棟担当薬剤師より、電子カ
ルテにて主治医等へ情報提供を行い、該当患者一覧表を保存している。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

 

一般医薬品については、適応外処方については疑義照会として実施し、また、禁忌について
は、電子カルテ上で警告表示している。警告を突破して禁忌薬が処方された場合は、疑義照会
を実施し、処方変更を依頼している（警告を突破して禁忌薬が処方された場合、調剤支援シス
テムにより、処方箋に禁忌薬が処方されている旨が出力されるため、初回出力時に疑義照会し
ている）。 
 
また、適応外使用・禁忌に対する使用については、未承認新規医薬品等評価部門へ申請し許

可を得られなければ使用できない体制を構築しており、病棟薬剤師ならびに調剤する薬剤師
は、適応外・禁忌に関する処方を発見した際には、処方医に未承認新規医薬品等評価部門への
申請が必要な旨を伝え、あわせて、未承認新規医薬品等評価部門長である、医薬品安全管理責
任者へ報告している。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 



 
 
 

 

（所属：薬剤部，職種 薬剤部長）      （所属：薬剤部，職種 副薬剤部長） 

（所属：薬剤部，職種 医薬品情報主任） （所属：薬剤部，職種 病棟薬剤業務管理主任） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容 

：インフォームドコンセント委員会において、診療科より提出された説明書がインフォームドコンセ
ントマニュアルの規定にそったものであるかを確認、審査し、不足追加部分について指摘、訂正を促
す。最終版を委員会で承認し、院内共通の文書として登録している。 
 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

 
診療記録の記載方法は、診療情報管理委員会で作成した「診療記録記載マニュアル」に提示して

いる。診療記録の記載内容の確認は、同委員会で作成した「診療記録監査マニュアル」に従い、医
療情報部診療情報管理部門で定期的に量的監査をおこなっている。 
また、診療情報管理 WG においては、多職種での質的監査も実施している。監査結果は関連する

委員会等で報告している。 
 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員  ：専従（ 4）名、専任（ ）名、兼任（ 2）名 

 うち医師  ：専従（ 1）名、専任（ ）名、兼任（ 2）名 

 うち薬剤師：専従（ 1）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

 うち看護師：専従（ 2）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

（1） 医療安全を確保するための改善方策に関すること。 
（2） 医療安全に係る教育・研修事業の企画及び運営に関すること。 
（3） インシデントの分析に関すること及びインシデント分析部会開催に関すること。 
（4） インシデントに関する診療録や看護記録等への記載状況の確認・指導に関すること。 
（5） 患者や家族への説明等の対応状況の確認・指導に関すること。 
（6） 医療安全管理委員会の運営に関すること。 
（7） 院内各部門における医療安全対策の実施状況の評価に基づき、医療安全確保のための業

務改善計画書を作成し、それに基づく医療安全対策の実施状況及び評価結果を記録する
こと。 

（8） 医療安全管理委員会との連携状況、院内研修の実績、患者等の相談件数及び相談内容、
相談後の取り扱いその他の医療安全管理者の活動実績の記録に関すること。 

（9） 医療安全に係る連絡調整に関すること。 
（10）その他医療安全対策の推進に関すること。 



 
 
 

 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（ 2 件）、及び許可件数（ 2 件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

 

部門科等の長から申請が行われた内容を確認するとともに、高難度新規医療技術評価委員会に対
して当該技術の提供の適否、実施を認める条件等について意見を求め、その意見を踏まえ適否等に
ついて決定し、部門科等の長に対し適否結果通知書により通知している。 

実施された高難度新規医療技術に関し、定期的に、及び術後に患者が死亡した場合その他必要な
場合には、診療録等の記載内容の確認を行い、従業者の遵守状況の確認を行っている。 

高難度新規医療技術の提供の適否等について決定した時及び従業者の遵守状況を確認した時は、
病院長に報告している。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 21 件）、及び許可件数（ 21 件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

 

(1) 未承認新規医薬品等使用の可否の審査 
(2) 未承認新規医薬品等評価部門にて使用が認められた医薬品の使用報告書の確認 
(3) 未承認新規医薬品等評価部門にて使用が認められた医薬品の使用後の有害事象等の発生

の有無の確認 
(4) 薬剤部各部署からの報告による未承認新規医薬品等の情報収集 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 



 
 
 

 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 218 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 80 件 

 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

A.上記報告の状況の確認及び管理者への報告 

B.概要の確認、調査・分析、改善方法の立案・検討を行う 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：京都大学（Web））・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：札幌医科大学（Web））・無） 

・技術的助言の実施状況 

 医療安全管理体制、医薬品安全管理体制、高難易度新規医療技術担当部門等に係る助言について、
各部門において検討し、適宜改善を図っている。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

患者相談窓口を設置し、寄せられた相談内容を把握、規則によって定められた者による医療相談室
会議を開催し、対応するとともに、関係部署、安全部門へも協力を要請している。 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

新規で採用された医師、歯科医師、医療職員及び事務職員を対象に、4月に初任者研修を実施し、
受講させている（令和 4年度については新型コロナウイルス感染症対策のため e-ラーニング形式また
は部門ごとの研修とした。)。中途採用の職員に対しても、毎月 e-ラーニング形式による研修を実施
し、受講させている。 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

   管理者 

2023/ 2/ 2 日本医療機能評価機構 特定機能病院管理者研修［継続］ 

医療安全管理責任者 

2023/ 1/16 日本医療機能評価機構 特定機能病院管理者研修［継続］ 

医薬品安全管理責任者 

2022/11/21 日本医療機能評価機構 特定機能病院管理者研修［継続］ 

医療機器安全管理責任者 

2023/ 2/20 日本医療機能評価機構 特定機能病院管理者研修［継続］ 

 

 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

 公益財団法人日本医療機能評価機構（主たる機能：一般病院３、副機能：精神科病院） 

 認定期間：2020/ 3/ 6 ～ 2025/ 3/ 5 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

 日本機能評価機構ホームページにより公表  

 

・評価を踏まえ講じた措置 

 制度に基づき、期中の確認を実施 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 

 管理者に必要な資質及び能力に関する基準      

 

 ・ 基準の主な内容 

 

◎鹿児島大学病院長候補者選考実施規則 

  附属病院長候補者の資格は、人格が高潔で、次に掲げる要件を全て満たす者とする。 

  (1) 医師免許を有している者 

  (2) 医療安全確保のために必要な資質及び能力を有する者 

  (3) 病院の管理運営に必要な資質及び能力を有する者 

 

◎鹿児島大学病院長候補者選考基準 

【病院長に求められる資質及び能力】 

  附属病院長候補者の資格は、人格が高潔で、次に掲げる要件を全て満たす者とする。 

  (1) 医師免許を有し、教育研究及び医療行政に関する識見を有する者 

  (2) 医療安全確保のために必要な資質及び能力を有する者 

  (3) 病院の管理運営に必要な資質及び能力を有する者 

  (4) 鹿児島大学及び鹿児島大学病院の理念の実現に必要な資質及び能力を有する者 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

   鹿児島大学ホームページにおいて公表 
 
 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 

 前年度における管理者の選考の実施の有無     有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

  鹿児島大学病院ホームページにおいて公表 
 

  



 
 
 

 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
選定理由 特別の関係 

馬場 昌範 鹿児島大学 ○ 
病院長候補者選考委員会規則

第３条第１項第１号 
有・無 

田頭 𠮷一 鹿児島大学  
病院長候補者選考委員会規則

第３条第１項第１号 
有・無 

井戸 章雄 鹿児島大学  
病院長候補者選考委員会規則

第３条第１項第２号 
有・無 

橋口 照人 鹿児島大学  
病院長候補者選考委員会規則

第３条第１項第３号 
有・無 

西村 正宏 鹿児島大学  
病院長候補者選考委員会規則

第３条第１項第４号 
有・無 

池ノ上 克 

宮崎市郡医師会病

院特別参与、 

宮崎大学学長顧問 

 
病院長候補者選考委員会規則

第３条第１項第５号 
有・無 

神川 洋一 

鹿児島県弁護士会

会長、 

弁護士法人照国総

合事務所 

 
病院長候補者選考委員会規則

第３条第１項第５号 
有・無 

 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 

 合議体の設置の有無     有・無   

 

・合議体の主要な審議内容 

 (1) 病院の運営管理、経営等に関する重要事項 

 (2) 病院長候補適任者の選考に関する事項 

 (3) その他病院長が必要と認める事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

当該合議体に参加した各所属長をとおして、各部門に伝達している。また、イントラネットに

会議資料を掲載し、院内の職員全員が閲覧できる環境を整備している。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 鹿児島大学ホームページにより公表している。 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

大学本部から、オブザーバーとして、理事、業務監査監事、会計監査監事が出席し、意見を伺

っている。 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 
委員長 

（○を付す） 
職種 役職 

坂本 泰二 ○ 医師 病院長 

石塚 賢治  医師 副病院長 

杉村 光隆  歯科医師 副病院長 

大塚 隆生  医師 副病院長 

榎田 英樹  医師 副病院長 

小林 裕明  医師 副病院長 

宮薗 幸江  看護師 副病院長 

吉浦  敬  医師 副病院長 

宇都 由美子  看護師 副病院長 

家入 里志  医師 副病院長 

又木 雄弘  医師 副病院長 

谷口  昇  医師 副病院長 

岡本 康裕  医師 病院長補佐 

大石  充  医師 病院長補佐 

西尾 善彦  医師 病院長補佐 

曽我 欣治  医師 診療科長 

花谷 亮典  医師 診療科長 

髙嶋  博  医師 診療科長 

井上 博雅  医師 診療科長 

上田 和弘  医師 診療科長 



 
 
 

 
浅川 明弘  医師 診療科長 

中条 哲浩  医師 診療科長 

中村 雅之  医師 診療科長 

山下  勝  医師 診療科長 

金蔵 拓郎  医師 診療科長 

田中 達朗  歯科医師 診療科長 

松永  明  医師 診療科長 

下堂薗 恵  医師 診療科長 

宮脇 正一  歯科医師 診療科長 

南  弘之  歯科医師 診療科長 

西谷 佳浩  歯科医師 診療科長 

野口 和行  歯科医師 診療科長 

西村 正宏  歯科医師 診療科長 

橋口 照人  医師 部長 

垣花 泰之  医師 センター長 

新山 修平  医師 副センター長 

古川 良尚  医師 部長 

谷本 昭英  医師 部長 

上村 修司  医師 部長 

田口 則宏  歯科医師 部長 

上野 真一  医師 センター長 

馬渡 誠一  医師 センター長 

山口  泰平  歯科医師 センター長 

小戝 健一郎  医師 センター長 

西 順一郎  医師 部長 

嶽﨑 俊郎  医師 センター長 

寺薗 英之  薬剤師 部長 

染矢 朋宏  事務 部長 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 

 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  
  

 

 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 ・ 公表の方法 

 
      鹿児島大学ホームページにおいて公表。 
 

 ・ 規程の主な内容 

 
病院長は、病院の管理運営、経営等全ての事項について、意思決定の最終責任者として、業務
を掌理する。 

 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

 
   副病院長 
    【役割】医科統括・総務担当、歯科総括担当 
 
   副病院長（特命） 
    【役割】経営戦略・医療人材確保担当、医療安全管理・感染制御担当、先端医療・医療の質

担当、看護・患者サービス担当、災害対策担当、医療情報・経営分析担当、働き方
改革担当、病院再開発担当、周術期支援・手術効率化担当 

 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

 
   特定機能病院管理者研修（令和4年度開催分） 

第3回病院経営次世代リーダー養成塾（令和4年2月17日（木）） 
第5回病院長塾（令和5年2月9日（木）） 
第6回医師の働き方改革セミナー（令和5年1月30日（月）） 

 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2回 

・活動の主な内容： 

(1) 委員会は、医療安全管理責任者、医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責
任者、医療機器安全管理責任者等の業務の状況について病院長等から報告を求め、又は必要に
応じ自ら確認すること。 

(2) 委員会は、必要に応じ、学長又は病院長に対し、医療に係る安全管理についての是正措置を講
ずるよう意見を述べること。 

(3) 委員会は、前各号の業務について、監査報告書を学長に提出するとともに、監査結果を公表す
ること。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

鹿児島大学病院ホームページにより公表。 

 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
選定理由 利害関係 

委員の要件 

該当状況 

栗原 慎太郎 長崎大学病院 ○ 

医療に係る安全管

理に関する識見を

有する者 

有・無 1 

蓑毛 まりえ 
さくら総合法律

事務所 
 

法律に関する識見

を有する者 
有・無 1 

三好 綾 

ＮＰＯ法人 

がんサポートか

ごしま 

 医療を受ける者 有・無 2 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 

 

 ・体制の整備状況及び活動内容 

  (1) 業務監査 
     ① 人事事務処理状況に関する監査（実地監査） 
       監査内容：労務基準法、労働安全衛生法等の遵守状況 

      実施時期：令和5年10月2日 ～ 令和5年10月31日 
 

    ② 個人情報管理状況に関する監査（実地監査） 
      監査内容：個人情報保護法等の遵守状況 
      実施時期：令和5年11月1日 ～ 令和5年11月30日 

 
    ③ 法人文書管理状況に関する監査（実地監査） 
      監査内容：公文書等の管理に関する法律等の遵守状況 
      実施時期：令和5年11月１日 ～ 令和5年11月30日 

 
    ④  情報セキュリティに関する監査（実地監査） 
   ⅰ）監査内容：情報セキュリティに関する脆弱性診断 
     実施時期：令和5年4月3日 ～ 令和6年2月29日 

 
     ⅱ）監査内容：学内事務システムの情報セキュリティポリシー等の遵守状況 
       実施時期：令和5年12月１日 ～ 令和5年12月22日 
 

  (2) 会計監査 
     監査内容：現金・資金管理、収入・支出、契約、旅費、報酬、資産管理、未収債権及び公

的研究費の会計処理状況等に関する監査 
     実施時期：（書面監査）令和5年6月1日 ～ 令和5年7月31日 
          （実地監査）令和5年9月1日 ～ 令和5年9月29日 
 
 
 
 

 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 公表の方法 

鹿児島大学病院ホームページにより公表。 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 

 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

 
経営協議会で、病院の経営状況について確認を行う。 

 

 ・ 会議体の実施状況（ 年 6 回 ） 

 

 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年 6 回 ） 

 

 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 公表の方法 

鹿児島大学ホームページにより公表。 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 0 件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

  鹿児島大学ホームページ及び鹿児島大学病院ホームページに掲載。 

 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

病院概要及病院ホームページにおいて、法令による医療機関の承認・公費負担医療等指定 
状況等や各診療科の特色を発信している。 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

救急患者及び複数疾患等においては、診療科を超えて連携して治療にあたっている。 
医科歯科連携により、医科の病気で入院される患者さんに対し、適切な口腔ケアを徹底して

行うことで、イレギュラーな入院の長期化を防ぎ、総体的な入院期間の短縮に貢献している。 
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